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キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
田
中
み
ど
り
一
記
紀
萬
葉
の
キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
一
・
一
キ
コ
ス
と
キ
カ
ス
一
・
二
聴
コ
ス
と
聞
カ
ス
一
・
三
キ
コ
ス
と
オ
モ
ホ
ス
一
・
四
キ
コ
ス
と
キ
コ
ユ
二
記
紀
萬
葉
の
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
二
・
一
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
ヲ
ス
二
・
二
メ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
二
・
三
シ
ラ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
お
わ
り
に
キ
ク
に
ス
が
接
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
両
形
が
あ
る
。
キ
カ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
で
あ
り
、
キ
コ
ス
は
記
紀
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
と
な
る
。
同
じ
く
キ
ク
を
も
と
と
し
な
が
ら
、「
聞
く
」
と
「
言
う
」
と
、
反
対
と
い
っ
て
も
よ
い
意
味
に
分
化
す
る
の
は
、
キ
コ
ス
は
「
聴
」、
キ
カ
ス
は
「
聞
」
の
意
の
キ
ク
を
も
と
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
キ
コ
ス
は
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
の
よ
う
に
、
尊
敬
の
意
の
副
詞
と
も
な
る
。
ま
た
、
メ
ス
も
尊
敬
の
意
味
の
補
助
動
詞
と
な
っ
て
、
シ
ラ
シ
メ
ス
を
形
作
る
。
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底
本
と
し
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
小
学
館
一
九
九
七
年
。
底
本＝
真
福
寺
本
古
事
記
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
）
以
下
、「
記
」
と
略
す
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
②
③
』（
小
学
館
一
九
九
四
年
、
一
九
九
六
年
、
一
九
九
八
年
。
底
本＝
寛
文
九
年
版
本
日
本
書
紀
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
）
以
下
、
「
紀
」
と
略
す
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
小
学
館
一
九
九
七
年
。
底
本＝
三
条
西
家
本
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
一
巻
『
古
代
史
籍
集
』
の
播
磨
国
風
土
記
／
永
青
文
庫
蔵
、
細
川
家
本
『
出
雲
国
風
土
記
諸
本
集
』
の
出
雲
国
風
土
記
／
時
雨
亭
文
庫
本
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
47
『
豊
後
国
風
土
記
・
公
卿
補
任
』
の
豊
後
国
風
土
記
／
猪
熊
本
の
肥
前
国
風
土
記
／
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
、
菅
政
友
本
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
の
常
陸
国
風
土
記
／
そ
の
他
…
逸
文
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
）
以
下
、「
風
土
記
」
と
略
す
。
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
一
・
二
・
三
・
四
』
﹇
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
。
底
本＝
西
本
願
寺
本
万
葉
集
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
）
以
下
、「
萬
葉
」
と
略
す
。
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
訳
文
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
勘
案
す
る
。
一
記
紀
萬
葉
の
キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
キ
ク
（
聞
）
に
ス
が
接
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
両
形
が
あ
る
。
キ
カ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
で
あ
り
、
キ
コ
ス
は
記
紀
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
と
な
る
。
キ
カ
ス
の
ほ
う
は
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
キ
コ
ス
の
ほ
う
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
一
・
一
キ
コ
ス
と
キ
カ
ス
キ
ク
（
聞
）
に
ス
が
接
し
た
も
の
に
、
キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
両
形
が
あ
る
。
記
紀
で
は
、
キ
コ
ス
６
例
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
（
阿
理
登
伎
許
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
○
…
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
（
与
斯
登
岐
許
佐
婆
）
…
﹇
記
六
五
歌
謡
﹈
○
…
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
（
枳
許
瑳
怒
）
…
﹇
紀
五
六
歌
謡
﹈
○
…
あ
や
に
な
恋
ひ
聞
こ
し
（
那
古
斐
岐
許
志
）
…
﹇
記
三
歌
謡
﹈
○
…
美
味
ら
に
聞
し
も
ち
飲
せ
（
宇
麻
良
爾
岐
許
志
母
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知
袁
勢
）
ま
ろ
が
父
﹇
記
四
八
歌
謡
﹈
○
…
う
ま
ら
に
聞
し
持
ち
食
せ
（
宇
摩
羅
枳
虚
之
茂
知
勢
）
ま
ろ
が
父
﹇
紀
三
九
歌
謡
﹈
キ
カ
ス
３
例
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
○
…
雁
産
む
と
汝
は
聞
か
す
や
（
波
企
箇
輸
揶
）
…
﹇
紀
六
二
歌
謡
﹈
○
…
大
君
は
そ
こ
を
聞
か
し
て
（
賊
拠
嗚
枳
舸
斯
題
）
…
﹇
紀
七
五
歌
謡
﹈
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
古
事
記
二
歌
謡
で
は
、
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
八
島
国
妻
娶
き
か
ね
て
遠
々
し
高
志
の
国
に
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
（
阿
理
登
伎
許
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
の
よ
う
に
、
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
ふ
た
つ
の
用
例
が
な
ら
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
（
一
九
七
二
年
角
川
書
店
二
〇
頁
二
三
頁
）
は
、「
聞
こ
す
」
は
「
聞
か
す
」
の
音
韻
変
化
で
あ
る
と
し
て
、「
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
」
と
「
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
」
と
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
「
賢
い
、
美
し
い
乙
女
が
い
る
と
お
聞
き
に
な
っ
て
」
と
訳
し
て
い
る
。
◇
有
り
と
聞
こ
し
て
「
聞
こ
す
」
は
「
聞
か
す
」
の
音
韻
変
化
。「
知
ら
す
｜
知
ろ
す
」「
思
は
す
｜
思
ほ
す
」「
と
ど
ろ
か
す
｜
と
ど
ろ
こ
す
」（
記
神
代
訓
注
）。
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
二
三
頁
﹈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
八
六
頁
）
も
、「
聞
か
す
」
「
聞
こ
す
」
と
も
に
「
お
聞
き
に
な
っ
て
」
と
訳
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
き
こ
す
」
の
項
で
は
、「
言
う
の
意
」
の
例
と
し
て
こ
の
「
き
こ
し
て
」
を
挙
げ
て
い
る
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
き
こ
す
」
の
項
◇
き
こ
・
す
【
令
聞
】（
動
四
）
尊
敬
語
。
キ
ク
に
敬
語
を
表
わ
す
動
詞
語
尾
ス
が
接
し
た
キ
カ
ス
の
カ
が
乙
類
の
コ
に
転
じ
た
も
の
。
言
う
の
意
。「
遠
々
し
越
の
国
に
賢
し
女
を
あ
り
と
聞
か
し
て
麗
し
女
を
あ
り
と
伎
許
志
て
」
（
記
神
代
）「
わ
が
背
子
し
か
く
し
伎
許
散
ば
天
地
の
神
を
乞
ひ
禱
み
長
く
と
ぞ
思
ふ
」（
万
四
四
九
九
）「
会
ひ
た
る
君
を
な
寝
そ
と
母
寸
許
勢
ど
も
」（
万
三
二
八
九
）「
い
さ
と
を
寸
許
瀬
吾
が
名
告
ら
す
な
」（
万
二
七
一
〇
）「
空
言
も
会
は
む
と
令
聞
恋
の
な
ぐ
さ
に
」
万
三
〇
六
三
）
…
萬
葉
集
に
は
、
キ
カ
ス
が
４
例
（
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）、
キ
コ
ス
が
７
例
（
一
音
一
字
表
記
３
例
）
あ
り
、
あ
き
ら
か
に
キ
カ
ス
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は
「
聞
く
」
の
意
、
キ
コ
ス
は
「
言
う
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
キ
コ
シ
ヲ
ス
」
が
６
例
（
一
音
一
字
表
記
３
例
）・「
キ
コ
シ
メ
ス
」
が
２
例
（
一
音
一
字
表
記
１
例
）
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
「
統
治
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
萬
葉
集
キ
カ
ス
４
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
あ
し
ひ
き
の
山
の
常
陰
に
鳴
く
鹿
の
声
聞
か
す
や
も
（
声
聞
為
八
方
）
山
田
守
ら
す
児
﹇
萬
葉
十
・
２
１
５
６
秋
の
雑
歌
﹈
○
…
人
言
を
良
し
と
聞
か
し
て
（
吉
跡
所
聞
而
）
…
﹇
萬
葉
三
・
４
６
０
大
伴
坂
上
郎
女
﹈
○
…
う
べ
し
こ
そ
吾
が
大
君
は
君
な
が
ら
聞
か
し
た
ま
ひ
て
（
所
聞
賜
而
）
さ
す
竹
の
大
宮
こ
こ
と
定
め
け
ら
し
も
﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
０
久
邇
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
﹈
○
け
だ
し
く
も
人
の
中
言
聞
か
せ
か
も
（
聞
可
毛
）
こ
こ
だ
く
待
て
ど
君
が
来
ま
さ
ぬ
﹇
萬
葉
四
・
６
８
０
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
い
ず
れ
も
「
聞
く
」
の
意
で
あ
る
。
萬
葉
集
キ
コ
ス
７
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）
○
わ
が
背
子
し
か
く
し
聞
こ
さ
ば
（
可
久
志
伎
許
散
婆
）
天
地
の
神
を
乞
ひ
禱
み
長
く
と
そ
思
ふ
﹇
萬
葉
二
十
・
４
４
９
９
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
﹈
○
…
な
寝
ね
そ
と
母
聞
こ
せ
ど
も
（
母
寸
巨
勢
友
）
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
８
９
相
聞
﹈
○
犬
上
の
鳥
籠
の
山
な
る
不
知
哉
川
い
さ
と
を
聞
こ
せ
（
不
知
二
五
寸
許
瀬
）
わ
が
名
告
ら
す
な
﹇
萬
葉
十
一
・
２
７
１
０
寄
物
陳
思
﹈
○
お
し
て
る
難
波
の
菅
の
ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
こ
し
て
（
君
之
聞
四
手
）
年
深
く
長
く
し
言
へ
ば
…
﹇
萬
葉
四
・
６
１
９
大
伴
坂
上
郎
女
﹈
○
…
早
か
ら
ば
い
ま
二
日
だ
み
あ
ら
む
と
そ
君
は
聞
こ
し
し
（
君
者
聞
之
二
）
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
１
８
問
答
﹈
○
伊
勢
の
海
ゆ
鳴
き
来
る
鶴
の
音
ど
ろ
も
君
が
聞
こ
さ
ば
（
君
之
所
聞
者
）
吾
恋
ひ
め
や
も
﹇
萬
葉
十
一
・
２
８
０
５
寄
物
陳
思
﹈
○
浅
茅
原
小
野
に
標
結
ひ
空
言
も
逢
は
む
と
聞
こ
せ
（
将
相
跡
令
聞
）
恋
の
な
ぐ
さ
に
﹇
萬
葉
十
二
・
３
０
６
３
寄
物
陳
思
﹈
い
ず
れ
も
「
言
う
」
の
意
で
あ
る
。
萬
葉
集
キ
コ
シ
ヲ
ス
６
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）
○
…
き
こ
し
食
す
（
企
許
斯
遠
周
）
国
の
ま
ほ
ら
ぞ
…
﹇
萬
葉
五
・
８
０
０
山
上
憶
良
﹈
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○
…
皇
祖
の
神
の
命
の
き
こ
し
食
す
（
伎
己
之
乎
須
）
国
の
ま
ほ
ら
に
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
８
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
敷
き
ま
せ
る
難
波
の
宮
は
き
こ
し
食
す
（
伎
己
之
乎
須
）
四
方
の
国
よ
り
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
０
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
き
こ
し
食
す
（
所
聞
食
）
天
の
下
に
国
は
し
も
さ
は
に
あ
れ
ど
も
…
﹇
萬
葉
一
・
３
６
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
の
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
御
食
つ
国
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
３
４
雑
歌
﹈
○
…
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
四
方
の
国
に
は
人
さ
は
に
満
ち
て
は
あ
れ
ど
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
３
１
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
萬
葉
集
キ
コ
シ
メ
ス
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
桜
花
今
さ
か
り
な
り
難
波
の
海
お
し
て
る
宮
に
聞
こ
し
め
す
な
へ
（
伎
許
之
売
須
奈
倍
）
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
１
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
き
こ
し
め
す
（
所
聞
見
為
）
背
面
の
国
の
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
萬
葉
集
の
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
は
全
て
「
統
治
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
ヲ
ス
は
、
萬
葉
集
巻
第
十
三
・
３
２
３
４
の
「
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
の
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
御
食
つ
国
（
御
食
都
国
）
神
風
の
伊
勢
の
国
は
…
」
の
「
御
食
つ
国
」
と
も
関
係
の
深
い
語
で
、
食
を
供
給
す
る
地
を
治
め
る
と
こ
ろ
か
ら
「
統
治
し
て
い
る
」
の
意
と
な
る
語
で
あ
る
。
ま
た
メ
ス
は
「
見
ス
」
か
ら
「
召
ス
」
の
意
を
も
つ
よ
う
に
な
る
語
で
あ
る
が
、
キ
コ
シ
メ
ス
の
場
合
、「
見
ス
」
の
「
天
皇
が
御
覧
に
な
る
」
意
か
ら
「
統
治
す
る
」
の
意
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
の
実
質
的
意
味
（
統
治
し
て
い
る
）
を
に
な
う
の
は
ヲ
ス
・
メ
ス
で
あ
っ
て
、
キ
コ
シ
は
接
頭
辞
と
し
て
ヲ
ス
・
メ
ス
を
修
飾
す
る
こ
と
ば
で
、
尊
敬
の
意
を
も
つ
。
記
紀
で
も
、
キ
カ
ス
の
３
例
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
○
…
雁
産
む
と
汝
は
聞
か
す
や
（
波
企
箇
輸
揶
）
…
﹇
紀
六
二
歌
謡
﹈
○
…
大
君
は
そ
こ
を
聞
か
し
て
（
賊
拠
嗚
枳
舸
斯
題
）
…
﹇
紀
七
五
歌
謡
﹈
は
、
す
べ
て
「
聞
く
」
の
意
と
考
え
て
よ
い
。
上
に
も
掲
げ
た
古
事
156
記
二
歌
謡
、
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
（
阿
理
登
伎
許
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
の
キ
コ
ス
を
「
言
う
」
の
意
と
考
え
る
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
は
、
萬
葉
集
と
記
紀
と
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
キ
コ
ス
を
「
言
う
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
記
二
歌
謡
の
キ
コ
ス
の
意
味
は
、
記
紀
の
ほ
か
の
キ
コ
ス
の
用
例
を
み
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
な
る
。
記
六
五
歌
謡
○
八
田
の
一
本
菅
は
一
人
居
り
と
も
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
（
与
斯
登
岐
許
佐
婆
）
一
人
居
り
と
も
﹇
記
六
五
歌
謡
﹈
の
「
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
」
に
つ
い
て
、『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
で
は
「
大
君
さ
え
よ
い
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
」
と
訳
し
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
、
前
の
記
二
歌
謡
の
キ
コ
ス
を
「
聞
く
」
の
意
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。全
集
『
古
事
記
』
六
五
歌
謡
頭
注
に
は
、
◇
「
聞
こ
す
」
は
「
聞
か
す
」
と
同
じ
で
、「
聞
く
」
の
尊
敬
語
。「
言
ふ
」
の
尊
敬
語
と
す
る
説
が
あ
る
が
誤
り
。
「
良
し
と
聞
こ
さ
ば
」
で
、
良
い
と
思
っ
て
お
聞
き
に
な
る
な
ら
ば
、
の
意
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
二
九
九
頁
﹈
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
古
事
記
に
関
し
て
の
み
の
注
で
あ
っ
て
、
萬
葉
集
の
キ
コ
ス
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、○
つ
の
さ
は
ふ
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
（
飫
朋
呂
伽
枳
許
瑳
怒
）
う
ら
桑
の
木
寄
る
ま
し
じ
き
河
の
隈
々
よ
ろ
ほ
ひ
行
く
か
も
う
ら
桑
の
木
﹇
紀
五
六
歌
謡
﹈
に
つ
い
て
、
新
潮
国
語
辞
典
（
一
九
六
五
年
）
「
き
こ
す
」
の
項
に
は
、
◇
き
こ
・
す
【
聞
（
こ
）
す
】（
動
）（
文
サ
四
）（「
聞
く
」
に
敬
語
の
接
尾
語
「
す
」
の
付
い
た
形
）
①
「
聞
く
」
の
敬
語
。
お
き
き
に
な
る
。「
く
は
し
女
を
あ
り
と
｜
し
（
伎
許
志
）
て
〔
記
上
〕」
②
「
言
う
」
の
敬
語
。
お
っ
し
ゃ
る
。「
逢
は
む
と
｜
せ
（
令
聞
）
恋
の
な
ぐ
さ
に
〔
万
一
二
・
三
〇
六
三
〕」
③
お
許
し
に
な
る
。「
つ
ぎ
ね
ふ
磐
之
姫
が
、
お
ほ
ろ
か
に
｜
さ
（
枳
許
瑳
）
ぬ
か
も
〔
仁
徳
紀
〕」
④
（
補
助
動
詞
と
し
て
）
た
ま
う
。「
あ
や
に
、
な
恋
ひ
｜
し
（
岐
許
志
）〔
記
上
〕」
と
あ
り
、
③
の
「
お
許
し
に
な
る
」
の
例
と
し
て
紀
五
六
歌
謡
を
掲
げ
て
い
る
。
が
、
①
②
③
④
の
あ
い
だ
の
連
関
が
不
明
で
あ
る
。
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新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
で
は
、「
磐
之
媛
が
大
切
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
桑
の
木
よ
。」
と
訳
し
、
頭
注
に
、
◇
「
聞
さ
ぬ
」
は
、
お
聞
き
に
な
ら
な
い
、
の
意
。
す
な
わ
ち
、
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
五
〇
頁
﹈
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
キ
コ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
重
要
な
の
は
、
あ
と
の
「
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
の
「
考
え
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
「
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
」
は
『
古
代
歌
謡
全
註
釈
日
本
書
紀
編
』（
一
九
七
六
年
角
川
書
店
）
で
土
橋
が
触
れ
て
も
い
る
「
お
ほ
ろ
か
に
思
ふ
」（
萬
葉
集
）
と
同
じ
意
味
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
◇
お
ほ
ろ
か
に
聞
こ
さ
ぬ
オ
ホ
ロ
カ
ニ
は
オ
ホ
ニ
に
同
じ
。
な
お
ざ
り
に
、
よ
い
か
げ
ん
に
、
の
意
。
多
く
の
場
合
否
定
辞
を
伴
っ
て
、
程
度
の
高
い
意
を
表
わ
す
の
に
用
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
思
ふ
」
と
結
ん
で
、
思
い
が
な
み
た
い
て
い
で
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
も
同
じ
。「
聞
こ
す
」
は
「
言
ふ
」
の
敬
語
で
、
な
み
な
み
で
な
く
、
た
い
せ
つ
な
も
の
と
お
っ
し
ゃ
る
、
の
意
で
あ
る
。
﹇『
古
代
歌
謡
全
註
釈
日
本
書
紀
編
』
一
九
一
頁
﹈
萬
葉
集
の
「
お
ほ
ろ
か
に
思
ふ
」
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。○
ま
す
ら
を
の
行
く
と
い
ふ
道
そ
お
ほ
ろ
か
に
思
ひ
て
行
く
な
（
凡
可
尓
念
而
行
勿
）
ま
す
ら
を
の
伴
﹇
萬
葉
六
・
９
７
４
聖
武
天
皇
﹈
「
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
」
の
キ
コ
ス
は
、
こ
の
「
お
ほ
ろ
か
に
思
ひ
て
」
の
「
思
フ
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
土
橋
説
で
は
、（
こ
の
歌
の
場
合
）
キ
コ
ス
を
「
言
フ
」
の
意
と
考
え
て
い
る
た
め
、◆
『
万
葉
集
』
で
は
「
思
ふ
」
と
結
ん
で
、
思
い
が
な
み
た
い
て
い
で
な
い
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
も
同
じ
。
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
こ
の
キ
コ
ス
を
「
思
フ
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
萬
葉
集
の
キ
コ
ス
の
用
法
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
の
見
落
と
し
で
あ
る
。
紀
五
六
歌
謡
「
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
」
の
キ
コ
ス
は
、「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
に
あ
げ
た
、
記
六
五
歌
謡
「
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
」
の
キ
コ
ス
も
、
こ
の
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
○
…
青
山
に
日
が
隠
ら
ば
ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
出
で
な
む
朝
日
の
笑
み
栄
え
来
て
綱
の
白
き
腕
沫
雪
の
若
や
る
胸
を
そ
叩
き
叩
き
愛
が
り
真
玉
手
玉
手
差
し
枕
き
股
長
に
寝
は
寝
さ
む
を
あ
や
に
な
恋
ひ
聞
こ
し
（
那
古
斐
岐
許
志
）
八
千
矛
の
神
の
158
命
…
﹇
記
三
歌
謡
﹈
に
つ
い
て
、
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』・『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』（
い
ず
れ
も
土
橋
寛
）
で
は
キ
コ
ス
を
「
言
う
」
の
敬
語
と
し
、
『
古
代
歌
謡
集
』
で
は
「
あ
ま
り
ひ
ど
く
恋
し
が
り
仰
言
い
ま
す
な
」、『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
で
は
「
む
や
み
に
恋
い
こ
が
れ
な
さ
い
ま
す
な
」
と
訳
し
て
い
る
。『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
の
語
釈
に
は
、
◇
…
キ
コ
ス
は
「
聞
か
す
」
の
音
韻
変
化
で
、「
言
う
」
の
敬
語
。「
い
さ
と
を
聞
こ
せ
吾
が
名
告
ら
す
な
」（
万
・
二
七
一
〇
）
な
ど
と
用
い
る
。「
聞
く
」
の
敬
語
体
の
「
聞
こ
す
」（
記
２
）
と
は
別
で
、「
空
言
も
会
は
む
と
令
聞
（
き
こ
せ
）
恋
の
な
ぐ
さ
に
」（
万
・
三
〇
六
三
）
の
表
記
が
示
す
よ
う
に
、
聞
ク
に
他
動
詞
語
尾
ス
の
接
し
た
も
の
で
、
相
手
に
言
っ
て
聞
か
せ
る
意
か
ら
、「
言
う
」
の
敬
語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
恋
ひ
聞
こ
す
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
キ
コ
ス
は
補
助
動
詞
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、『
記
紀
』『
万
葉
』
を
通
じ
て
キ
コ
ス
を
補
助
動
詞
に
用
い
た
例
は
な
い
の
で
、「
恋
ひ
」
と
複
合
し
た
動
詞
と
見
る
ほ
う
が
よ
い
。
つ
ま
り
八
千
矛
神
の
「
歌
」
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
む
や
み
に
、
恋
し
が
っ
て
仰
せ
ら
れ
ま
す
な
、
と
た
し
な
め
慰
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
三
八
頁
﹈
と
言
う
。『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
で
は
、
記
二
歌
謡
の
語
釈
に
、
キ
コ
ス
は
キ
カ
ス
の
音
韻
変
化
と
し
て
、
訳
は
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
「
賢
い
、
美
し
い
乙
女
が
い
る
と
お
聞
き
に
な
っ
て
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
上
に
述
べ
た
（
154
頁
）
。
そ
の
キ
カ
ス
と
、
こ
の
三
歌
謡
の
キ
カ
ス
と
の
区
別
を
、
ど
の
よ
う
に
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
し
て
、
語
釈
に
「
恋
し
が
っ
て
仰
せ
ら
れ
ま
す
な
」
と
し
て
い
る
も
の
を
、
訳
で
は
「
む
や
み
に
恋
い
こ
が
れ
な
さ
い
ま
す
な
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
訳
は
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
と
ら
え
て
の
訳
で
あ
る
。全
集
『
古
事
記
』
で
は
、
注
記
は
な
く
、「
む
や
み
に
恋
い
こ
が
れ
な
さ
い
ま
す
な
」
と
訳
し
て
い
る
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
は
補
助
動
詞
と
す
る
が
「
〜
し
て
下
さ
る
の
意
」
と
解
す
。
◇
き
こ
す
【
令
聞
】（
動
四
）
尊
敬
語
。
キ
ク
に
敬
語
を
表
わ
す
動
詞
語
尾
ス
が
接
し
た
キ
カ
ス
の
カ
が
乙
類
の
コ
に
転
じ
た
も
の
。
…
補
助
動
詞
と
し
て
、
〜
し
て
下
さ
る
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
あ
や
に
な
恋
ひ
岐
許
志
八
千
矛
の
神
の
命
」（
記
神
代
）
「
わ
た
く
し
の
こ
と
を
、
そ
ん
な
に
、
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
、
恋
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
な
」
と
い
う
、
タ
マ
フ
に
似
た
語
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
新
潮
国
語
辞
典
（
上
掲
157
頁
）
で
は
、
明
確
に
「（
補
助
動
詞
と
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し
て
）
た
ま
う
。」
と
し
て
、「
あ
や
に
、
な
恋
ひ
き
こ
し
」
の
例
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
萬
葉
集
に
例
を
さ
が
す
と
、「
恋
思
ふ
」
の
用
例
が
１
例
あ
る
。
○
玉
葛
花
の
み
咲
き
て
成
ら
ざ
る
は
誰
が
恋
な
ら
め
吾
は
恋
ひ
思
ふ
を
（
吾
孤
悲
念
乎
）
﹇
萬
葉
二
・
１
０
２
巨
勢
郎
女
﹈
「
な
恋
ひ
き
こ
し
」
の
「
恋
ヒ
キ
コ
ス
」
は
、
こ
の
「
恋
ヒ
思
フ
」
と
同
じ
意
味
で
、
キ
コ
ス
は
記
六
五
歌
謡
・
紀
五
六
歌
謡
と
同
じ
く
「
思
う
」
の
意
の
動
詞
で
あ
る
。
補
助
動
詞
の
よ
う
に
も
う
け
と
め
ら
れ
る
が
、
記
紀
萬
葉
の
う
ち
に
、
ほ
か
に
そ
の
よ
う
な
例
は
な
く
、
キ
コ
ス
は
補
助
動
詞
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
土
橋
説
も
、
訳
は
別
に
し
て
基
本
的
に
は
、
同
じ
視
点
で
あ
る
）。
次
に
、○
白
檮
の
生
に
横
臼
を
作
り
横
臼
に
醸
み
し
大
御
酒
美
味
ら
に
聞
し
も
ち
飲
せ
（
宇
麻
良
爾
岐
許
志
母
知
袁
勢
）
ま
ろ
が
父
﹇
記
四
八
歌
謡
﹈
○
橿
の
生
に
横
臼
を
作
り
横
臼
に
醸
め
る
大
御
酒
う
ま
ら
に
聞
し
持
ち
食
せ
（
宇
摩
羅
枳
虚
之
茂
知
勢
）
ま
ろ
が
父
﹇
紀
三
九
歌
謡
﹈
の
「
聞
し
も
ち
飲
せ
」「
聞
し
持
ち
食
せ
」
に
つ
い
て
。
日
本
国
語
大
辞
典
で
は
「
き
こ
し
も
ち
お
す
」
の
項
に
、
◇
き
こ
し
も
ち
お
・
す
：
を
す
【
聞
持
食
】〘
他
サ
四
〙
（「
も
ち
」
は
後
世
の
「
…
も
て
ゆ
く
」
な
ど
の
「
も
て
」
と
同
じ
く
継
続
を
意
味
す
る
も
の
か
）
お
召
し
あ
が
り
に
な
る
。
お
食
べ
に
な
る
。
き
こ
し
お
す
。
き
こ
し
め
す
。
＊
古
事
記
中
・
歌
謡
「
横
臼
（
よ
く
す
）
に
醸
（
か
）
み
し
大
御
酒
甘
（
う
ま
）
ら
に
岐
許
志
母
知
袁
勢
（
キ
コ
シ
モ
チ
ヲ
セ
）
ま
ろ
が
親
（
ち
）」
＊
書
紀
応
神
一
九
年
一
〇
月
・
歌
謡
「
横
臼
（
よ
く
す
）
に
醸
（
か
）
め
る
大
御
酒
甘
（
う
ま
）
ら
に
枳
虚
之
茂
知
勢
（
キ
コ
シ
モ
チ
ヲ
セ
）
ま
ろ
が
親
（
ち
）」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
き
こ
し
」
や
「
お
す
（
を
す
）」
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
た
め
、「
も
ち
」
の
「
継
続
」
の
「
意
味
」
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
頭
注
に
は
、
◇
キ
コ
ス
も
ヲ
ス
も
飲
食
す
る
の
敬
語
。
モ
チ
は
二
つ
の
動
詞
を
、
そ
の
行
為
の
同
時
性
に
お
い
て
つ
な
ぐ
場
合
に
用
い
る
。
今
日
の
「
〜
し
も
っ
て
〜
す
る
」（「
食
べ
も
っ
て
歩
く
」
式
の
言
い
方
）
に
当
る
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
四
八
五
頁
﹈
と
言
う
。
こ
れ
は
、『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
に
も
説
160
か
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
は
「
甘
ら
に
聞
こ
し
も
ち
食
せ
」
に
つ
い
て
、
◇
聞
こ
し
も
ち
飲
せ
キ
コ
ス
、
ヲ
ス
と
も
に
飲
食
す
る
意
の
敬
語
動
詞
。
…
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
一
四
四
頁
﹈
と
言
い
、◎
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
一
四
三
頁
﹈
と
訳
す
。
そ
し
て
、
◇
聞
こ
し
も
ち
飲
せ
…
関
西
方
言
の
「
食
べ
モ
ッ
テ
歩
く
」
と
い
う
言
い
方
は
、「
聞
こ
し
も
ち
飲
せ
」
に
近
い
用
法
で
あ
る
。
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
日
本
書
紀
編
』
一
四
五
頁
﹈
と
言
う
。
関
西
方
言
の
「
食
べ
も
っ
て
歩
く
」
は
「
食
べ
な
が
ら
歩
く
」
の
意
で
、
主
た
る
動
作
は
「
歩
く
」
で
あ
る
が
同
時
に
「
食
べ
る
」
と
い
う
動
作
も
行
わ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
土
橋
説
で
は
、
キ
コ
ス
も
ヲ
ス
も
「
と
も
に
飲
食
す
る
意
の
敬
語
動
詞
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
意
の
動
詞
を
ふ
た
つ
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
土
橋
の
解
釈
で
の
「
聞
こ
し
も
ち
飲
せ
」
は
、
関
西
方
言
の
「
食
べ
も
っ
て
歩
く
」
に
近
く
は
な
い
。全
集
『
古
事
記
』
で
は
、
◇
飲
食
す
る
の
意
の
キ
コ
ス
と
、
手
に
持
っ
て
飲
食
す
る
意
の
モ
チ
ヲ
ス
と
を
並
べ
た
表
現
か
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
二
六
六
頁
﹈
と
言
う
が
、「
モ
チ
ヲ
ス
」
と
い
う
語
が
熟
さ
な
い
言
い
方
で
あ
る
。
モ
ツ
を
含
む
表
現
を
、
記
紀
の
中
に
さ
が
す
と
、
○
保
食
神
、
此
云
宇
気
母
知
能
加
微
（
う
け
も
ち
の
か
み
）
。
﹇
神
代
紀
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
六
〇
頁
﹈
○
「
臣
は
是
苞
担
が
子
な
り
」
と
ま
を
す
。
苞
担
、
此
に
は
倍
毛
（
に
へ
も
つ
）
と
云
ふ
。
﹇
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
八
月
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
二
一
〇
頁
﹈
な
ど
が
あ
る
。「
う
け
も
ち
の
か
み
」
の
モ
チ
、「
に
へ
も
つ
」
の
モ
ツ
な
ど
は
、「
〜
を
持
つ
」
の
意
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
「
モ
ツ
」
が
う
け
る
語
は
、「
モ
ツ
」
の
目
的
語
で
あ
る
。
ま
た
、
古
事
記
上
巻
の
イ
ザ
ナ
ギ
神
が
黄
泉
よ
り
帰
っ
て
、
禊
祓
を
し
、
神
々
が
化
生
す
る
く
だ
り
に
、
○
此
三
柱
綿
津
見
神
者
、
阿
曇
連
等
之
祖
神
以
伊
都
久
神
也
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
五
二
頁
﹈
と
あ
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
で
は
、
○
此
の
三
柱
の
綿
津
見
神
は
、
安
曇
連
等
が
祖
神
と
以
ち
い
つ
く
神
ぞ
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
五
二
頁
﹈
と
訓
み
、「
い
つ
く
」
の
注
は
あ
る
が
、「
以
ち
」
に
つ
い
て
注
は
な
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。
訳
は
、
◎
こ
の
三
柱
の
綿
津
見
神
は
、
安
曇
連
ら
が
祖
神
と
し
て
祭
り
仕
え
る
神
で
あ
る
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
五
二
頁
五
三
頁
﹈
と
し
て
い
る
。
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』（
一
九
五
八
年
岩
波
書
店
）
は
（
本
文
は
全
集
と
同
じ
）、
○
此
の
三
柱
の
綿
津
見
神
は
、
阿
曇
連
等
の
祖
神
と
以
ち
伊
都
久
神
な
り
。
﹇
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』
七
一
頁
﹈
と
訓
ん
で
、
頭
注
に
、
◇
…
「
以
ち
」
は
接
頭
語
、
イ
ツ
ク
は
斎
く
で
、
心
身
の
穢
れ
を
去
っ
て
神
に
つ
か
え
る
こ
と
。
﹇
大
系
『
古
事
記
祝
詞
』
七
一
頁
﹈
と
言
う
。
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
上
』（
一
九
六
二
年
朝
日
新
聞
社
）
で
は
、
本
文
が
、
○
此
三
柱
綿
津
見
神
者
、
阿
曇
連
等
之
祖
神
伊
都
久
神
也
。
﹇
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
上
』
一
九
九
頁
﹈
と
な
っ
て
い
て
（「
以
」
字
が
な
い
）、
○
此
の
三
柱
の
綿
津
見
の
神
は
、
阿
曇
の
連
ら
の
祖
神
と
い
つ
く
神
な
り
。
﹇
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
上
』
一
九
八
頁
﹈
と
訓
ん
で
い
る
。「
祖
神
と
い
つ
く
」
の
注
は
、
◇
祖
先
神
と
し
て
祭
り
仕
へ
る
。
﹇
日
本
古
典
全
書
『
古
事
記
上
』
一
九
九
頁
﹈
で
あ
る
。
日
本
古
典
全
書
の
本
文
で
あ
れ
ば
「
阿
曇
の
連
ら
の
祖
神
の
い
つ
く
神
な
り
。」
と
訓
む
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
古
典
全
書
の
本
文
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
意
を
く
ん
で
訳
し
た
結
果
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。「
以
」
に
、
「
〜
と
し
て
」
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
の
「
聞
し
も
ち
飲
せ
」「
聞
し
持
ち
食
せ
」
の
「
モ
チ
」
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
コ
ス
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、「
う
ま
ら
に
き
こ
し
」
は
「
お
い
し
い
と
思
い
」、「
う
ま
ら
に
き
こ
し
も
ち
」
は
「
お
い
し
い
と
思
っ
て
（
味
わ
い
な
が
ら
）」、「
う
ま
ら
に
き
こ
し
も
ち
食
せ
」
は
「
お
い
し
い
と
思
っ
て
（
味
わ
い
な
が
ら
）
お
召
上
が
り
く
だ
さ
い
」
の
意
と
な
る
。
以
上
、
記
紀
の
キ
コ
ス
は
「
思
う
、
考
え
る
」
の
意
味
を
も
ち
、
古
事
記
六
五
歌
謡
の
「
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
」
と
日
本
書
紀
五
六
歌
謡
「
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
こ
さ
ぬ
」
の
キ
コ
ス
は
、
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
、
古
事
記
三
歌
謡
の
「
あ
や
に
な
恋
ひ
き
こ
し
」
の
「
恋
ヒ
キ
コ
ス
」
は
、「
恋
ヒ
思
フ
」
と
同
じ
意
味
で
、
キ
コ
ス
は
「
思
う
」
の
意
の
動
詞
、
古
事
記
四
八
歌
謡
・
日
本
書
紀
三
九
歌
謡
の
「
う
ま
ら
に
き
こ
し
も
ち
を
せ
」
は
「
お
い
し
い
と
思
っ
て
味
わ
い
な
が
ら
）
お
召
上
が
り
く
だ
さ
い
」
の
意
で
あ
る
。
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以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
記
紀
の
キ
カ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
、
キ
コ
ス
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
、
冒
頭
に
あ
げ
た
、
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
（
阿
理
登
伎
許
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
の
場
合
も
、「
聞
か
し
て
」
は
「
聞
く
」
の
意
で
あ
り
、「
聞
こ
し
て
」
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
あ
る
と
考
え
る
。
古
事
記
二
歌
謡
の
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
の
よ
う
に
、（
形
あ
る
い
は
意
味
の
）
よ
く
似
た
ふ
た
つ
の
表
現
を
重
ね
る
技
法
は
古
事
記
に
特
徴
的
な
技
法
で
あ
る
。
古
事
記
二
歌
謡
の
後
の
部
分
に
も
、
○
…
さ
婚
ひ
に
在
立
た
し
（
阿
理
多
々
斯
）
婚
ひ
に
在
通
は
せ
（
阿
理
迦
用
婆
勢
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
、
○
…
真
玉
な
す
あ
が
思
ふ
妹
（
阿
賀
母
布
伊
毛
）
鏡
な
す
あ
が
思
ふ
妻
（
阿
賀
母
布
都
麻
）
…
﹇
記
八
九
歌
謡
﹈
○
…
其
が
葉
の
（
曾
賀
波
能
）
広
り
坐
し
其
の
花
の
（
曾
能
波
那
能
）
照
り
坐
す
…
﹇
記
一
〇
〇
歌
謡
﹈
な
ど
が
あ
る
。
日
本
書
紀
に
も
こ
の
技
法
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
古
事
記
七
八
歌
謡
の
、
○
…
下
訪
ひ
に
わ
が
訪
ふ
妹
を
（
和
賀
登
布
伊
毛
袁
）
下
泣
き
に
わ
が
泣
く
妻
を
（
和
賀
那
久
都
麻
袁
）
…
﹇
記
七
八
歌
謡
﹈
は
、「
妹
」
と
「
妻
」
と
で
変
化
を
つ
け
て
い
る
も
の
の
、「
妹
」
は
「
わ
が
訪
ふ
」
の
目
的
語
で
「
わ
が
訪
ふ
」
が
「
妹
」
を
修
飾
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、「
妻
」
の
ほ
う
は
「
わ
が
泣
く
」
の
原
因
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
「
わ
が
泣
く
」
が
「
妻
」
を
修
飾
し
て
い
て
、
交
錯
し
て
い
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
日
本
書
紀
六
九
歌
謡
で
は
、
○
…
下
泣
き
に
わ
が
泣
く
妻
（
和
餓
勾
菟
摩
）
片
泣
き
に
わ
が
泣
く
妻
（
和
餓
勾
菟
摩
）
…
﹇
紀
六
九
歌
謡
﹈
の
よ
う
に
直
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
古
事
記
二
歌
謡
に
よ
く
似
た
歌
が
日
本
書
紀
に
あ
る
。
勾
の
大
兄
の
皇
子
（
後
の
安
閑
天
皇
）
が
春
日
の
皇
女
を
聘
し
た
と
き
に
口
づ
か
ら
唱
っ
た
歌
で
あ
る
。
○
八
洲
国
妻
枕
き
か
ね
て
春
日
の
春
日
の
国
に
麗
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
（
阿
等
枳
枳
底
）
宜
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
（
阿
等
枳
枳
底
）
…
﹇
紀
九
六
歌
謡
﹈
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こ
の
歌
で
は
、「
麗
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
宜
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
」
の
よ
う
に
、
二
個
と
も
「
聞
き
て
」
で
あ
り
、
ま
た
、
ス
は
「
聞
く
」
に
接
し
て
い
ず
「
聞
く
」
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
か
ら
、
古
事
記
二
歌
謡
の
キ
コ
ス
・
キ
カ
ス
が
同
じ
意
味
の
こ
と
ば
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
上
に
挙
げ
た
古
事
記
七
八
歌
謡
「
わ
が
訪
ふ
妹
」
「
わ
が
泣
く
妻
」
と
日
本
書
紀
六
九
歌
謡
「
わ
が
泣
く
妻
」「
わ
が
泣
く
妻
」
の
よ
う
な
整
合
操
作
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
が
「
聞
ク
」
が
も
と
に
な
っ
て
で
き
た
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
ゆ
え
、「
聞
ク
」
と
い
う
動
詞
に
ス
の
接
し
た
も
の
が
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
両
形
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
得
る
こ
と
は
、
成
立
の
時
期
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
ス
の
意
味
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
キ
カ
ス
と
キ
コ
ス
と
は
別
語
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
一
・
二
聴
コ
ス
と
聞
カ
ス
キ
コ
ス
は
記
紀
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
あ
る
が
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
と
な
る
。「
思
う
、
判
断
す
る
」
こ
と
を
こ
と
ば
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
言
う
」
の
意
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
萬
葉
集
の
時
代
に
は
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
の
よ
う
な
尊
敬
の
接
頭
辞
の
用
法
を
も
つ
に
至
る
。
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
に
、
◇
有
り
と
聞
こ
し
て
「
聞
こ
す
」
は
「
聞
か
す
」
の
音
韻
変
化
。「
知
ら
す
｜
知
ろ
す
」「
思
は
す
｜
思
ほ
す
」「
と
ど
ろ
か
す
｜
と
ど
ろ
こ
す
」（
記
神
代
訓
注
）。
﹇『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
二
三
頁
﹈
と
い
い
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
き
こ
す
」
の
項
に
も
、
◇
き
こ
す
【
令
聞
】（
動
四
）
尊
敬
語
。
キ
ク
に
敬
語
を
表
わ
す
動
詞
語
尾
が
接
し
た
キ
カ
ス
の
カ
が
乙
類
の
コ
に
転
じ
た
も
の
。
言
う
の
意
。
飲
食
な
ど
を
す
る
意
。
補
助
動
詞
と
し
て
、
〜
し
て
下
さ
る
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
と
い
う
。
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
に
キ
カ
ス
の
項
は
な
い
。
キ
コ
ス
が
「
聞
ク
」
に
ス
が
接
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
に
ゆ
え
、「
聞
く
」
の
意
の
反
対
語
と
い
っ
て
も
よ
い
「
言
う
」
の
意
に
転
じ
る
の
か
。
ま
た
、
キ
カ
ス
と
の
違
い
は
ど
こ
で
生
じ
た
の
か
。
記
紀
の
中
で
キ
コ
ス
と
同
じ
よ
う
に
オ
段
音
に
ス
の
つ
く
形
の
も
の
は
、
ほ
か
に
オ
ロ
ス
（
織
）
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仁
徳
天
皇
が
庶
妹
女
鳥
王
を
乞
い
給
う
た
時
の
歌
に
出
て
く
る
。
○
女
鳥
の
わ
が
王
の
織
ろ
す
服
（
呂
須
波
多
）
誰
が
料
ろ
か
も
﹇
記
六
六
歌
謡
﹈
○
高
行
く
や
速
総
別
の
御
襲
衣
料
﹇
記
六
七
歌
謡
﹈
こ
こ
の
記
述
は
、
日
本
書
紀
で
は
、
雌
鳥
皇
女
の
織
女
人
等
（
き
164
ぬ
お
り
め
ど
も
）
の
歌
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
○
ひ
さ
か
た
の
天
金
機
雌
鳥
が
織
る
金
機
（
於
瑠
箇
多
）
隼
別
の
御
襲
料
﹇
紀
五
九
歌
謡
﹈
全
く
同
じ
歌
で
は
な
い
が
、
古
事
記
の
オ
ロ
ス
は
日
本
書
紀
で
は
オ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
上
に
、
古
事
記
二
歌
謡
の
、
○
八
千
矛
の
神
の
命
は
…
賢
し
女
を
有
り
と
聞
か
し
て
（
阿
理
登
岐
迦
志
）
麗
し
女
を
有
り
と
聞
こ
し
て
（
阿
理
登
伎
許
志
）
…
﹇
記
二
歌
謡
﹈
で
は
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
ふ
た
つ
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
書
紀
九
六
歌
謡
で
は
○
八
洲
国
妻
枕
き
か
ね
て
春
日
の
春
日
の
国
に
麗
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
（
阿
等
枳
枳
底
）
宜
し
女
を
有
り
と
聞
き
て
（
阿
等
枳
枳
底
）
…
﹇
紀
九
六
歌
謡
﹈
の
よ
う
に
、
二
個
と
も
キ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
（
163
頁
｜
164
頁
）
。
こ
の
場
合
に
は
、「
聞
こ
し
て
」
を
「
聞
き
て
」
に
改
変
し
た
の
で
は
な
く
、
記
二
歌
謡
の
「
聞
か
し
て
」
を
も
と
に
し
て
紀
九
六
歌
謡
で
「
聞
き
て
」
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
萬
葉
集
で
は
キ
コ
ス
は
「
言
う
」
の
意
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
編
纂
の
時
期
に
は
キ
コ
ス
は
既
に
「
言
う
」
の
意
の
語
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
は
取
り
下
げ
、
古
い
伝
承
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
古
事
記
に
並
べ
用
い
ら
れ
て
い
る
キ
カ
ス
の
ほ
う
を
生
か
し
て
、
「
聞
き
て
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ス
に
は
、
歌
の
意
味
か
ら
考
え
て
、「
織
る
」
の
意
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
オ
ル
が
も
と
に
な
っ
て
で
き
た
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
キ
コ
ス
も
同
じ
よ
う
に
キ
ク
が
も
と
に
な
っ
て
で
き
た
語
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
キ
ク
が
も
と
に
な
っ
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
キ
カ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
で
あ
る
が
、
キ
コ
ス
は
記
紀
で
は
「
思
う
、
考
え
る
」
の
意
で
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
に
な
る
。
こ
れ
は
、
キ
カ
ス
が
漢
語
「
聞
」
の
意
に
あ
た
る
の
に
対
し
て
、
キ
コ
ス
の
ほ
う
は
漢
語
「
聴
」
の
意
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
、
新
字
源
の
説
明
を
ひ
く
。
◇
【
聞
】
な
り
た
ち
形
声
。
耳
と
、
音
符
門
ボ
ン
↓
ブ
ン
（
わ
け
る
意
↓
分
ブ
ン
）
と
か
ら
成
り
、
き
き
わ
け
る
意
を
表
わ
す
。
意
味
一
①
き
く
ア
音
声
を
耳
に
感
じ
る
。
イ
う
け
た
ま
わ
る
。
ウ
き
い
て
知
る
。
エ
に
お
い
を
か
ぐ
。
②
き
か
せ
る
。
告
げ
知
ら
せ
る
。
③
き
こ
え
る
（
き
こ
ゆ
）
。
ア
天
聴
に
達
す
る
。
イ
も
う
し
あ
げ
る
。
ウ
お
と
ず
れ
る
。
文
通
す
る
。
④
う
わ
さ
。
⑤
き
い
て
得
た
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知
識
。
き
く
こ
と
。
二
①
き
こ
え
る
（
き
こ
ゆ
）
。
ア
音
声
が
ゆ
き
と
ど
く
。
イ
知
れ
わ
た
る
。
ウ
耳
に
は
い
る
。
②
き
こ
え
。
ほ
ま
れ
。
名
誉
。
【
聴
】
な
り
た
ち
形
声
。
旧
字
は
、
耳
と
と
く
（
正
し
い
心
）
と
、
音
符
壬
テ
イ
（
と
い
た
だ
す
意
↓
貞
テ
イ
）
と
か
ら
成
り
、
聞
い
て
正
し
く
さ
ば
く
、
ひ
い
て
「
ゆ
る
す
」、
し
た
が
う
意
を
表
わ
す
。
意
味
一
①
き
く
。
ア
さ
ば
く
。
さ
だ
め
る
。
イ
明
ら
か
に
す
る
。
念
を
入
れ
て
く
わ
し
く
聞
く
。
ウ
待
つ
。
②
う
か
が
う
（
伺
）。
③
お
さ
め
る
（
治
）。
④
う
け
い
れ
る
。
⑤
し
た
が
う
。
⑥
ま
か
せ
る
。
二
①
声
を
聞
く
。
②
ゆ
る
す
。
き
き
い
れ
る
。
③
ま
わ
し
も
の
。
し
の
び
。
外
国
の
情
勢
を
知
る
者
。
④
役
所
。
﹇『
新
字
源
』（
角
川
書
店
一
九
六
八
年
）
﹈
「
聴
」
の
「
聞
い
て
正
し
く
さ
ば
く
」
こ
と
が
、
こ
の
キ
コ
ス
（
思
う
、
判
断
す
る
）
の
意
味
で
あ
る
。
上
に
、「
磐
之
媛
が
お
ほ
ろ
か
に
聞
さ
ぬ
」（
紀
五
六
歌
謡
）
の
キ
コ
ス
を
「
お
許
し
に
な
る
」
の
義
と
考
え
る
新
潮
国
語
辞
典
の
説
を
挙
げ
た
（
157
頁
）
。「
聴
」
の
二
②
に
「
ゆ
る
す
。
き
き
い
れ
る
。」
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
正
し
い
説
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
歌
や
古
事
記
六
五
歌
謡
の
「
大
君
し
良
し
と
聞
こ
さ
ば
」
の
場
合
に
は
こ
の
解
釈
で
あ
っ
て
よ
い
。
が
、
他
の
用
例
を
総
合
し
て
考
え
た
と
き
、「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
と
考
え
た
ほ
う
が
、
よ
り
広
く
な
り
、
ま
た
、
萬
葉
集
の
「
言
う
」
の
意
に
も
つ
な
が
る
。
よ
っ
て
、
キ
コ
ス
に
「
聞
こ
す
」
の
字
を
あ
て
る
よ
り
、「
聴
こ
す
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
わ
け
で
、
諸
説
「
聞
こ
す
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
キ
カ
ス
と
の
意
味
の
違
い
を
わ
か
ら
な
い
も
の
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
新
潮
国
語
辞
典
も
、
キ
コ
ス
は
『「
聞
く
」
に
敬
意
の
接
尾
語
「
す
」
の
付
い
た
形
』
と
、「
聞
」
の
字
で
説
明
し
て
い
る
）。
な
お
、
現
代
語
の
「
隣
町
の
人
と
口
を
き
く
よ
う
に
な
っ
た
」
「
な
ま
い
き
な
口
を
き
く
な
」
の
「
き
く
」
に
は
、
こ
の
萬
葉
の
頃
の
「
言
う
」
の
意
で
の
キ
ク
の
意
が
の
こ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
・
三
キ
コ
ス
と
オ
モ
ホ
ス
こ
の
よ
う
な
、
オ
段
音
に
ス
の
つ
く
形
の
も
の
は
、
萬
葉
集
で
は
、
キ
コ
ス
（
言
う
）
の
ほ
か
に
、
オ
モ
ホ
ス
（
思
）
が
あ
る
。
記
紀
の
キ
コ
ス
が
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
か
ら
「
言
う
」
の
意
に
転
じ
た
の
ち
、「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
オ
モ
ホ
ス
で
あ
ろ
う
。
オ
モ
ホ
ス
は
萬
葉
集
に
16
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
７
例
）、
オ
モ
ホ
セ
リ
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）、
オ
モ
ホ
シ
メ
ス
８
一
166
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）
あ
る１
）
。
そ
の
う
ち
、「
も
の
な
思
ほ
し
物
莫
御
念
」（
一
・
７
７
）・「
思
ほ
す
よ
り
は
御
念
従
者
」
（
二
・
９
２
）・「
思
ほ
す
や
君
御
念
八
君
」（
三
・
３
３
０
）・
「
思
ほ
せ
吾
を
思
御
吾
」（
十
・
１
８
９
０
）・「
思
ほ
し
め
せ
か
御
念
食
可
」（
一
・
２
９
）・「
思
ほ
し
め
せ
か
御
念
食
可
」（
二
・
１
６
７
）・「
思
ほ
し
め
せ
か
御
念
食
可
」（
十
三
・
３
３
２
６
）
な
ど
に
「
御
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
思
ホ
ス
が
敬
語
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（
思
ホ
ス
は
、
ス
の
接
す
る
動
詞
で
「
御
」
の
字
を
も
つ
も
の
全
12
例
中
４
例
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、「
御
」
の
字
を
使
用
し
た
思
ホ
シ
メ
ス
は
３
例
あ
っ
て
、
こ
の
ふ
た
つ
で
、
「
御
」
の
字
を
も
つ
も
の
12
例
の
58
％
に
あ
た
る２
）
）。
オ
モ
ホ
ス
は
、
後
に
オ
ボ
ス
と
変
化
し
て
、「
思
う
」
の
意
の
尊
敬
の
語
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
オ
モ
ホ
ス
に
尊
敬
の
意
が
あ
り
、
そ
の
機
能
を
ス
が
に
な
う
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
同
じ
く
オ
段
音
に
ス
の
つ
い
た
記
紀
の
キ
コ
ス
、
オ
ロ
ス
も
ま
た
、
「
聴
ク
」「
織
ル
」
に
尊
敬
の
意
を
付
与
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
の
ス
に
尊
敬
の
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
・
四
キ
コ
ス
と
キ
コ
ユ
キ
コ
ス
は
聴
ク
に
ス
が
接
し
て
で
き
た
語
で
あ
る
が
、
オ
段
音
に
接
す
る
と
い
う
特
殊
な
接
し
か
た
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
を
考
え
る
と
き
、
思
い
あ
た
る
の
が
、
聞
ク
に
自
発
の
助
動
詞
ユ
が
接
す
る
と
き
に
、
同
じ
よ
う
に
オ
段
音
に
接
し
て
キ
コ
ユ
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
自
発
の
形
は
、
記
紀
に
聞
コ
ユ
と
見
ユ
が
あ
り
、
萬
葉
集
に
思
ホ
ユ
・
偲
ハ
ユ
（
シ
ヌ
ハ
ユ
・
シ
ノ
ハ
ユ
）
・
泣
カ
ユ
が
あ
る
。
今
、
こ
れ
ら
の
対
応
を
表
に
し
て
み
る
と
、
自
発
未
然
形
接
続
特
殊
接
続
聞
コ
ユ
（
記
紀
萬
）
聞
カ
ス
（
記
紀
萬
）
聴
コ
ス
（
記
紀
）
キ
コ
ス
（
萬
）
見
ユ
（
記
紀
萬
）
見
ス
（
紀
）
メ
ス
（
萬
）
思
ホ
ユ
（
萬
）
（
な
し
）
思
ホ
ス
（
萬
）
偲
ハ
ユ
（
萬
）
偲
ハ
ス
（
萬
）
（
な
し
）
泣
カ
ユ
（
萬
）
泣
カ
ス
（
記
）
（
な
し
）
と
な
る
。
「
聞
」
と
い
う
漢
語
に
は
、「
聞
く
」
の
意
味
と
「
聞
こ
え
る
（＜
聞
こ
ゆ
）」
の
意
味
と
が
あ
る
。「
聞
こ
え
る
（＜
聞
こ
ゆ
）」
は
、「
自
発
」
か
ら
、「
天
聴
に
達
す
る
」
の
意
味
を
生
じ
、
さ
ら
に
「
も
う
し
あ
げ
る
」
の
意
味
を
生
む
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
語
の
「
聞
こ
ゆ
」
に
も
、
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
萬
葉
集
で
は
い
ま
だ
自
発
の
用
法
に
と
ど
ま
る
が
、
平
安
朝
に
な
る
と
「
申
し
あ
げ
る
」
の
用
法
お
よ
び
補
助
動
詞
の
用
法
が
あ
る
。
○
明
日
よ
り
は
継
ぎ
て
聞
こ
え
む
（
都
芸
伎
許
要
牟
）
ほ
と
と
ぎ
す
一
夜
の
か
ら
に
恋
ひ
渡
る
か
も
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﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
６
９
四
月
一
日
、
掾
久
米
朝
臣
広
縄
の
館
に
宴
せ
し
歌
四
首
能
登
臣
乙
美
﹈
○
思
ふ
事
す
こ
し
聞
こ
ゆ
べ
き
ぞ
。
﹇
源
氏
物
語
帚
木
新
大
系
『
源
氏
物
語
①
』
六
七
頁
﹈
○
か
の
國
の
父
母
の
事
も
覺
え
ず
、
こ
ゝ
に
は
、
か
く
久
し
く
遊
び
き
こ
え
て
、
な
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
り
。
﹇
竹
取
物
語
大
系
『
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
』
六
〇
頁
﹈
「
申
し
あ
げ
る
（
言
う
）」
こ
と
と
「
聞
く
」
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
反
対
方
向
の
動
作
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て
キ
コ
ユ
は
謙
譲
語
に
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
、
キ
コ
ス
が
キ
コ
シ
メ
ス
・
キ
コ
シ
ヲ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
尊
敬
の
意
の
こ
と
ば
と
な
る
の
と
対
す
る
も
の
で
あ
る
（
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
に
つ
い
て
は
二
に
お
い
て
述
べ
る
）。
ま
た
、
土
橋
寛
に
は
、
ス
の
語
源
と
し
て
ア
ス
（a
su
）
を
想
定
す
る
説
が
あ
る３
）
。
ア
ス
説
は
、
聞
コ
ユ
・
思
ホ
ユ
の
場
合
に
も
、
ユ
の
語
源
に
ア
ユ
（a
y
u
）
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
想
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
ア
ス
・
ア
ユ
の
語
源
も
考
え
難
い
の
で
、
ア
ス
説
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
キ
コ
ス
は
、
記
紀
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
で
あ
り
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
味
に
な
る
。
萬
葉
集
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
を
あ
ら
わ
す
に
は
オ
モ
ホ
ス
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
記
紀
に
こ
の
語
は
な
い
。
キ
コ
ス
が
「
言
う
」
の
意
に
移
っ
た
ゆ
え
に
、
新
し
く
オ
モ
ホ
ス
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
接
続
の
し
か
た
は
キ
コ
ス
に
準
じ
て
オ
段
音
接
続
と
な
っ
た
。
二
記
紀
萬
葉
の
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
キ
コ
ス
は
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
コ
シ
メ
ス
・
キ
コ
シ
ヲ
ス
と
い
う
複
合
語
も
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
シ
ラ
ス
に
補
助
動
詞
メ
ス
が
接
し
た
シ
ラ
シ
メ
ス
も
あ
ら
わ
れ
る
。
二
・
一
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
ヲ
ス
ヲ
ス
は
、
記
紀
歌
謡
で
は
、「
う
ま
ら
に
き
こ
し
も
ち
食
せ
」「
あ
さ
ず
飲
せ
」
の
用
例
が
あ
っ
て
、「
飲
食
す
る
」
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
今
ひ
と
つ
、「
の
袴
を
七
重
を
し
」
の
例
が
あ
り
、「
着
る
」
の
意
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
記
紀
歌
謡
５
例４
）
○
…
美
味
ら
に
聞
し
も
ち
飲
せ
ま
ろ
が
父
（
宇
麻
良
爾
岐
許
志
母
知
袁
勢
麻
呂
賀
知
）
﹇
記
四
八
歌
謡
﹈
○
…
う
ま
ら
に
聞
し
持
ち
食
せ
ま
ろ
が
父
（
宇
摩
羅
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枳
虚
之
茂
知
勢
摩
呂
餓
智
）
﹇
紀
三
九
歌
謡
﹈
○
…
止
さ
ず
飲
せ
さ
さ
（
阿
佐
受
袁
勢
佐
々
）
﹇
記
三
九
歌
謡
﹈
○
…
あ
さ
ず
飲
せ
さ
さ
（
阿
佐
斉
佐
佐
）
﹇
紀
三
二
歌
謡
﹈
○
臣
の
子
は
の
袴
を
七
重
を
し
（
那
那
陛
嗚
）
庭
に
立
た
し
て
脚
帯
撫
だ
す
も
﹇
紀
七
四
歌
謡
﹈
ま
た
、
神
代
紀
上
巻
第
八
段
一
書
第
六
に
、
大
己
貴
神
が
飲
食
し
よ
う
と
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
○
初
大
己
貴
神
之
平
国
也
、
行
到
出
雲
国
五
十
狭
狭
之
小
汀
、
而
且
当
飲
食
。
こ
の
「
飲
食
」
を
全
集
で
は
「
み
を
し
し
た
ま
は
（
む
）」
と
訓
む
が
、
大
系
（
一
九
六
七
年
岩
波
書
店
）
で
は
「
み
を
し
せ
（
む
）」
と
訓
ん
で
、
頭
注
に
◇
ミ
は
敬
称
の
接
頭
語
。
ヲ
シ
は
飲
食
す
る
、
治
め
る
意
。
﹇
大
系
『
日
本
書
紀
上
』
一
三
一
頁
﹈
と
い
う
。
そ
し
て
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
き
こ
し
を
す
」
の
項
で
は
、
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
の
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
御
食
つ
国
（
御
食
都
国
）
神
風
の
伊
勢
の
国
は
…﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
３
４
雑
歌
﹈
を
、「
食
べ
る
の
意
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
意
味
は
、
岩
波
日
本
新
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
三
』
巻
第
十
三
・
３
２
３
４
の
脚
注
に
、
◇
「
聞
こ
し
食
す
」
は
支
配
す
る
こ
と
。
と
あ
る
よ
う
に
、「
統
治
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。「
飲
食
す
る
」
こ
と
が
、「
統
治
す
る
」
の
義
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
萬
葉
集
３
２
３
４
の
歌
で
は
「
き
こ
し
食
す
御
食
つ
国
」
と
、
食
料
を
調
達
す
る
国
を
大
君
が
「
き
こ
し
食
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
み
け
つ
国
」
は
「
御
食
都
国
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
統
治
す
る
」
意
の
ヲ
ス
に
は
「
御
食
」
の
用
字
が
１
例
あ
る
。
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
食
す
国
は
（
御
食
国
者
）
大
和
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
﹇
萬
葉
六
・
９
５
６
大
伴
旅
人
﹈
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ヲ
ス
に
は
「
御
食
つ
国
」
に
通
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
神
代
紀
第
五
段
一
書
第
十
一
に
は
、
保
食
神
が
登
場
す
る
。
○
保
食
神
、
此
云
宇
気
母
知
能
加
微
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
六
〇
頁
﹈
こ
の
神
は
葦
原
中
国
に
あ
っ
て
、
月
夜
見
尊
に
饗
（
あ
）
へ
た
て
ま
つ
る
に
、
飯
（
い
ひ
）
・
鰭
廣
（
は
た
の
ひ
ろ
も
の
）
・
鰭
狭
（
は
た
の
さ
も
の
）
・
毛
麁
（
け
の
あ
ら
も
の
）
・
毛
柔
（
け
の
に
こ
も
の
）
を
口
か
ら
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出
し
た
。
忿
然
（
い
か
）
っ
た
月
夜
見
尊
は
保
食
神
を
撃
ち
殺
す
。
そ
の
身
体
に
牛
馬
・
粟
・
繭
・
稗
・
稲
・
麦
・
大
豆
・
小
豆
が
生
り
、
そ
れ
ら
を
天
熊
人
（
あ
ま
の
く
ま
ひ
と
）
は
天
照
大
神
に
奉
進
（
た
て
ま
つ
）
る
。
天
照
大
神
は
「
是
の
物
は
、
顕
見
（
う
つ
し
き
）
蒼
生
（
あ
を
ひ
と
く
さ
）
の
食
（
く
）
ひ
て
活
（
い
）
く
べ
き
も
の
な
り
」
と
喜
ん
で
、
陸
田
種
子
（
は
た
け
つ
も
の
の
た
ね
）
・
水
田
種
子
（
た
な
つ
も
の
の
た
ね
）
を
殖
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
養
蚕
の
道
が
始
ま
っ
た
、
と
い
う
（
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
六
〇
頁
六
一
頁
）
。
次
に
、
神
代
紀
第
五
段
一
書
第
六
に
は
「
倉
稲
魂
命
」
が
登
場
し
（
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
四
二
頁
）
、
一
書
第
七
に
○
倉
稲
魂
、
此
云
宇
介
能
美
磨
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
五
二
頁
﹈
と
注
す
る
。
さ
ら
に
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
九
月
に
、
○
糧
名
為
厳
稲
魂
女
、
稲
魂
女
、
此
云
于
伽
能
迷
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
二
一
四
頁
﹈
糧
を
し
も
の
を
名
け
て
厳
稲
魂
女
と
為
ひ
、
稲
魂
女
、
此
に
は
于
伽
能
迷
と
云
ふ
。
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
二
一
五
頁
﹈
と
あ
る
。
ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ
の
「
ウ
ケ
」
と
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
・
ウ
カ
ノ
メ
の
「
ウ
カ
」
は
交
替
形
で
、「
食
べ
も
の
」
の
意
と
考
え
ら
れ
て
い
る５
）
。
と
こ
ろ
で
、
古
事
記
上
巻
の
五
穀
の
起
源
の
話
に
、「
大
気
都
比
売
神
」
が
鼻
口
尻
よ
り
種
々
（
く
さ
ぐ
さ
）
の
味
物
（
う
ま
し
も
の
）
を
取
り
出
し
て
種
々
に
作
り
具
え
て
進
（
た
て
ま
つ
）
っ
た
た
め
、
速
須
佐
之
男
命
は
大
気
都
比
売
神
を
殺
す
。
そ
の
身
に
蚕
・
稲
種
・
粟
・
小
豆
・
麦
・
大
豆
が
生
っ
た
の
で
、
神
産
巣
日
御
祖
命
が
こ
の
種
を
取
ら
せ
た
、
と
い
う
（
全
集
『
古
事
記
』
六
六
頁
六
九
頁
）
。
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
「
ゲ
（
ケ
）」
は
「
食
料
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ケ
」
は
ミ
ケ
ツ
ク
ニ
の
「
ケ
」
で
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
の
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
話
と
日
本
書
紀
の
ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ
の
話
と
は
同
じ
起
源
の
話
で
あ
る
が
、
ケ
と
ウ
ケ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ケ
ツ
ク
ニ
よ
り
朝
廷
に
奉
ら
れ
る
贄
は
、
食
料
に
供
す
る
米
や
海
産
物
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ケ
は
「
材
料
」
で
あ
る
。
し
か
し
て
中
央
の
人
々
に
と
っ
て
食
料
は
「
食
べ
も
の
」
で
あ
る
。
ウ
ケ
に
は
、
ケ
の
前
に
ウ
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ヱ
（
飢
饉
）
の
ウ
で
も
あ
る
だ
ろ
う６
）
。
こ
の
ウ
は
ワ
行
音
の
ウ
で
あ
っ
て
、
こ
の
ウ
に
ス
の
接
し
た
も
の
が
、
く
だ
ん
の
ヲ
ス
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
は
食
べ
る
「
材
料
」
と
な
る
も
の
を
さ
し
、
ウ
ケ
は
、「
ウ
」
の
つ
い
て
い
る
分
、「
食
べ
も
の
」
の
感
が
強
く
な
る
。
そ
う
し
て
ヲ
ス
は
、「
食
べ
も
の
」
に
近
づ
く
。
こ
う
し
て
ヲ
ス
に
「
御
食
」
の
字
、
ミ
ケ
ツ
ク
ニ
に
「
御
食
都
国
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
廷
に
と
っ
て
、
穀
物
や
海
産
物
を
調
達
す
る
土
地
を
掌
握
す
る
こ
と
は
、
最
重
要
な
要
件
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
飲
食
す
る
」
の
義
の
170
ヲ
ス
が
「
統
治
す
る
」
の
義
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
一
版
）
「
お
す
」
の
項
の
語
源
説
⑶
に
、
○
ヲ
ス
ク
ニ
は
、
召
上
が
り
な
さ
る
物
を
作
る
国
の
意
で
、
こ
こ
か
ら
ヲ
ス
を
治
め
る
意
と
す
る
〔
大
嘗
祭
の
本
義＝
折
口
信
夫
〕
と
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
な
お
、
古
事
記
上
巻
に
「
夜
の
食
国
」
が
あ
る
。
○
次
詔
月
読
命
、
汝
命
者
、
所
知
夜
之
食
国
矣
、
事
依
也
。
訓
食
云
袁
須
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
五
四
頁
﹈
伊
邪
那
伎
命
は
、
天
照
大
御
神
に
高
天
の
原
を
、
月
讀
命
に
夜
の
食
国
を
、
建
速
須
佐
之
男
命
に
海
原
を
治
め
る
よ
う
に
、
と
言
っ
た
。
日
は
昼
に
照
り
、
月
は
夜
照
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
月
讀
命
に
「
夜
」
を
ふ
り
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
の
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
と
き
、
地
上
は
昼
と
な
り
、
天
の
光
の
と
ど
か
な
い
と
き
、
地
上
は
夜
と
な
る
。
月
讀
命
の
名
は
単
に
「
月
命
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
月
読
命
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
義
が
あ
る
。
月
を
読
む
こ
と
は
日
を
数
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
農
作
を
お
こ
な
う
上
に
必
要
な
仕
事
で
あ
る
。「
月
読
」
と
い
う
名
は
、
そ
の
名
付
け
の
と
き
か
ら
既
に
食
物
を
耕
作
す
る
こ
と
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。「
夜
の
食
国
」
と
は
、
地
上
の
世
界
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
天
と
地
と
海
と
、
世
界
を
こ
の
三
つ
に
分
け
た
古
事
記
の
発
想
は
明
解
で
あ
る
。
（
神
代
紀
第
五
段
一
書
第
六
に
は
「
天
照
大
神
者
可
以
治
高
天
原
也
。
月
読
尊
者
可
以
治
滄
海
原
潮
之
八
百
重
也
。
素
戔
嗚
尊
者
可
以
治
天
下
也
。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
天
と
海
と
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
月
読
尊
と
海
と
の
関
連
は
、
航
海
に
月
や
星
を
用
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
。）
萬
葉
集
で
は
、
上
に
述
べ
た
「
食
べ
る
の
意
の
尊
敬
語
」
以
外
に
は
、「
食
す
国
」
の
形
で
、「
統
治
す
る
」
の
義
で
の
み
あ
ら
わ
れ
る７
）
。
ヲ
ス
10
例
（
乎
須
２
、
御
食
１
、
食
７
）
○
…
天
皇
の
食
す
国
な
れ
ば
（
乎
須
久
尓
奈
礼
婆
）
命
持
ち
立
ち
別
れ
な
ば
…
﹇
萬
葉
十
七
・
４
０
０
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
ま
た
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
が
６
例
あ
る
。
キ
コ
シ
ヲ
ス
６
例
（
企
許
斯
遠
周
１
、
伎
己
之
乎
須
２
、
所
聞
食
１
、
聞
食
２
）
ヲ
ス
は
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
「
を
す
」
の
項
に
◇
上
二
段
居
（
ウ
）
の
連
用
形
に
敬
意
を
表
わ
す
ス
が
接
し
た
も
の
か
と
い
わ
れ
る
。
と
言
う
。
萬
葉
集
巻
第
一
・
１
の
歌
、
○
…
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
は
お
し
な
べ
て
吾
こ
そ
居
れ
（
吾
許
曾
居
）
し
き
な
べ
て
吾
こ
そ
い
ま
せ
（
吾
己
曾
座
）
…
﹇
萬
葉
一
・
１
雄
略
天
皇
﹈
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の
「
居
れ
」「
い
ま
せ
」
が
「
統
治
す
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
上
二
段
動
詞
「
居
（
ウ
）」
に
も
「
統
治
す
る
」
の
意
が
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
が
、
ヲ
ス
の
用
字
は
、「
乎
須
」
２
例
、「
御
食
」
１
例
、「
食
」
７
例
で
あ
り
、
ま
た
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
に
つ
い
て
も
「
企
許
斯
遠
周
」
１
例
、「
伎
己
之
乎
須
」
２
例
、「
所
聞
食
」
１
例
、
「
聞
食
」
２
例
と
な
っ
て
い
て
、
万
葉
仮
名
「
食
」
の
使
用
例
が
多
い
。
そ
し
て
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
に
あ
げ
ら
れ
た
「
居
（
ウ
）」
説
を
た
す
け
る
「
居
」
の
文
字
は
見
あ
た
ら
な
い
。
萬
葉
集
で
「
飲
食
す
る
」
の
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ヲ
ス
・
タ
グ
・
ハ
ム
な
ど
で
あ
る
。
○
戯
奴
が
た
め
吾
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る
茅
花
そ
を
し
て
肥
え
ま
せ
（
御
食
而
肥
座
）
﹇
萬
葉
八
・
１
４
６
０
紀
女
郎
﹈
○
妻
も
あ
ら
ば
摘
み
て
食
げ
ま
し
（
採
而
多
宜
麻
之
）
沙
弥
の
山
野
の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や
﹇
萬
葉
二
・
２
２
１
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
瓜
食
め
ば
（
宇
利
波
米
婆
）
子
ど
も
思
ほ
ゆ
栗
食
め
ば
（
久
利
波
米
婆
）
ま
し
て
偲
は
ゆ
…
﹇
萬
葉
五
・
８
０
２
山
上
憶
良
﹈
と
こ
ろ
で
、
萬
葉
集
巻
第
三
・
４
７
５
の
歌
に
、
○
…
吾
が
大
君
皇
子
の
命
万
代
に
食
賜
麻
思
大
日
本
久
邇
の
都
は
…
﹇
萬
葉
三
・
４
７
５
十
六
年
甲
申
の
春
二
月
、
安
積
皇
子
の
薨
ぜ
し
時
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
り
し
歌
六
首
﹈
が
あ
っ
て
、「
食
賜
麻
思
」
は
一
般
に
「
め
し
た
ま
は
ま
し
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
意
味
は
「
統
治
な
さ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
で
あ
る
。
萬
葉
４
７
５
の
歌
の
「
食
賜
麻
思
」
に
つ
い
て
、
塙
書
房
『
萬
葉
集
索
引
』
で
は
、
◇
め
す
【
食
】（
四
段
動
詞
）
と
し
て
、「
統
治
す
る
」
の
意
と
す
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
の
訳
文
で
は
、
ほ
か
を
「
見
し
た
ま
ふ
」
と
記
し
な
が
ら
、
４
７
５
の
歌
で
は
「
め
し
た
ま
は
ま
し
」
と
仮
名
書
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ほ
か
の
「
見
す
」
と
区
別
し
て
、「
統
治
す
る
」
の
義
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
統
治
す
る
」
の
意
で
の
「
ヲ
シ
タ
マ
フ
」
も
「
メ
シ
タ
マ
フ
」
も
ほ
か
に
例
が
な
く
、「
お
召
し
に
な
る
」
の
意
で
の
「
メ
シ
タ
マ
フ
」
の
用
例
が
、
次
の
メ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
の
項
に
述
べ
る
よ
う
に
、
２
例
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
を
「
め
し
た
ま
は
ま
し
」
と
訓
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
メ
ス
（
見
ス
）
は
「
国
見
を
す
る
」
こ
と
、「
御
覧
に
な
る
」
こ
と
を
表
わ
し
て
、
や
が
て
「
召
す
」
の
意
の
こ
と
ば
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
国
見
」
は
、
豊
穣
を
祈
る
農
耕
儀
礼
で
あ
っ
て
、
こ
れ
172
に
キ
コ
シ
が
接
し
た
キ
コ
シ
メ
ス
は
「
統
治
す
る
」
の
意
と
な
る
。
し
か
し
、
メ
ス
単
独
で
「
統
治
す
る
」
の
意
の
例
は
な
い
。
同
じ
く
「
統
治
す
る
」
の
意
の
キ
コ
シ
ヲ
ス
に
は
、
ヲ
ス
の
形
も
あ
る
。
こ
こ
は
、
孤
例
と
な
る
が
、「
を
し
た
ま
は
ま
し
」
と
訓
ん
で
、「
統
治
な
さ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
と
訳
す
も
の
と
す
る
。
ヲ
シ
タ
マ
フ
１
例
（
ヲ
シ
タ
マ
ハ
マ
シ
食
賜
麻
思
１
）
二
・
二
メ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
メ
ス
（
見
ス
）
は
、
萬
葉
集
に
メ
ス
６
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）、
メ
サ
ク
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）、
メ
シ
タ
マ
フ
10
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
２
例
、
メ
シ
の
み
一
音
一
字
表
記
１
例
）、
メ
シ
ア
キ
ラ
ム
４
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
あ
る８
）
。
メ
ス
（
召
ス
）
は
メ
ス
９
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）、
メ
シ
タ
マ
フ
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
あ
る
。
ま
た
、
メ
シ
ツ
ド
フ
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）、
メ
サ
グ
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
あ
る９
）
。
※
「
飲
食
す
る
」
の
意
の
２
例
は
、
後
（
175
頁
）
に
の
べ
る
よ
う
に
、
ヲ
ス
・
ハ
ム
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
キ
コ
シ
メ
ス
が
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
あ
る
。
古
い
例
で
は
、
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
見
し
た
ま
は
む
と
（
売
之
賜
牟
登
）
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
宮
の
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
井
が
原
に
大
御
門
始
め
た
ま
ひ
て
埴
安
の
堤
の
上
に
あ
り
立
た
し
見
し
た
ま
へ
ば
（
見
之
賜
者
）
…
﹇
萬
葉
一
・
５
２
藤
原
宮
の
御
井
の
歌
﹈
の
よ
う
な
国
見
を
い
う
歌
が
あ
る
。
少
し
時
代
が
下
が
る
と
、
○
…
旅
行
く
君
は
…
国
状
を
見
し
た
ま
ひ
て
（
見
之
賜
而
）
…﹇
萬
葉
六
・
９
７
１
四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合
卿
、
西
海
道
の
節
度
使
に
遣
は
さ
れ
し
時
に
、
高
橋
連
虫
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
﹈
（
七
三
二
年
の
秋
）
の
よ
う
に
、
上
位
の
人
が
国
状
を
御
覧
に
な
る
場
合
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
メ
ス
（
見
ス
）
の
本
義
は
「
国
見
す
る
」
こ
と
を
言
う
と
考
え
る
。「
上
位
の
人
が
国
状
を
御
覧
に
な
る
」
の
は
、
そ
こ
か
ら
意
義
を
拡
大
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
○
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
夕
さ
れ
ば
見
し
た
ま
ふ
ら
し
（
召
賜
良
之
）
明
け
来
れ
ば
問
ひ
た
ま
ふ
ら
し
（
問
賜
良
之
）
神
岳
の
山
の
黄
葉
を
今
日
も
か
も
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問
ひ
た
ま
は
ま
し
（
問
給
麻
思
）
明
日
も
か
も
見
し
た
ま
は
ま
し
（
召
賜
万
旨
）
そ
の
山
を
…
﹇
萬
葉
二
・
１
５
９
天
武
天
皇
大
后
﹈
に
、「
見
し
た
ま
ふ
」「
問
ひ
た
ま
ふ
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
も
、「
見
ス
」
は
「
問
フ
」
に
等
価
で
、
も
と
も
と
「
見
ス
」
の
「
ス
」
自
体
に
尊
敬
の
意
味
は
な
く
「
タ
マ
フ
」
に
尊
敬
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。（
動
詞
＋
ス
に
タ
マ
フ
が
承
接
す
る
の
は
、「
見
シ
タ
マ
フ
」「
召
シ
タ
マ
フ
」
の
ほ
か
は
、
巻
五
・
８
１
３
「
置
カ
シ
タ
マ
フ
」、
巻
六
・
１
０
５
０
「
聞
カ
シ
タ
マ
フ
」
の
２
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
マ
ス
の
接
し
た
巻
十
九
・
４
２
４
５
「
立
タ
シ
イ
マ
ス
」
が
あ
り
、
巻
十
三
・
３
３
２
４
に
ア
ソ
バ
ス
が
補
助
動
詞
と
な
っ
た
「
国
見
遊
バ
ス
」
が
あ
る
。）こ
の
場
合
は
タ
マ
フ
を
含
め
て
「
御
覧
に
な
る
」
の
意
と
な
る
が
、
も
と
も
と
、「
天
皇
が
国
見
を
す
る
」
の
意
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
か
ら
、
タ
マ
フ
が
接
さ
な
く
と
も
見
ス
は
尊
敬
の
意
に
近
い
語
感
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
次
に
「
景
物
を
御
覧
に
な
る
」
意
の
見
ス
が
あ
ら
わ
れ
、
見
ス
は
敬
語
動
詞
と
な
る
。
○
…
こ
ち
ご
ち
の
花
の
盛
り
に
見
さ
ず
と
も
（
雖
不
見
）
か
に
も
か
く
に
も
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
べ
し﹇
萬
葉
九
・
１
７
４
９
春
三
月
、
諸
卿
大
夫
等
の
難
波
に
下
り
し
時
の
歌
二
首
﹈
（
天
平
四
年
七
三
二
年
の
歌
）
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
あ
り
通
ひ
見
さ
く
も
著
し
（
御
覧
母
知
師
）
清
き
白
浜
﹇
萬
葉
六
・
９
３
８
山
部
赤
人
﹈
三
形
沙
弥
（
十
九
・
１
２
２
８
）・
甘
南
備
伊
香
真
人
（
二
十
・
４
５
１
０
）・
大
伴
家
持
（
十
九
・
４
２
５
４
、
十
八
・
４
０
９
８
、
二
十
・
４
３
６
０
、
二
十
・
４
５
０
９
、
二
十
・
４
２
６
６
、
十
八
・
４
０
９
９
）
の
歌
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
範
疇
の
「
見
る
」
で
あ
る
。
こ
の
「
御
覧
に
な
る
」
の
意
の
「
見
ス
」
に
タ
マ
フ
が
接
す
る
の
は
、
歌
の
語
調
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
に
お
い
て
、
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
秋
の
花
し
が
色
々
に
見
し
た
ま
ひ
（
見
賜
）
明
ら
め
た
ま
ひ
（
明
米
多
麻
比
）
酒
み
づ
き
栄
ゆ
る
今
日
の
あ
や
に
貴
さ
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
の
よ
う
な
メ
シ
タ
マ
ヒ
・
ア
キ
ラ
メ
タ
マ
ヒ
の
例
や
メ
シ
ア
キ
ラ
ム
の
例
は
す
べ
て
、
家
持
の
語
で
あ
る
。
メ
ス
は
「
国
見
を
す
る
」
の
意
か
ら
、「
御
覧
に
な
る
」
の
意
と
な
り
、
さ
ら
に
、
○
東
の
多
芸
の
御
門
に
侍
へ
ど
昨
日
も
今
日
も
召
す
言
も
な
し
（
召
言
毛
無
）
﹇
萬
葉
二
・
１
８
４
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
慟
傷
し
て
作
り
し
歌
二
十
三
首
﹈
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○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
食
す
国
を
定
め
た
ま
ふ
と
鶏
が
鳴
く
東
の
国
の
御
軍
士
を
召
し
た
ま
ひ
て
（
喚
賜
而
）
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
は
し
き
や
し
栄
え
し
君
の
い
ま
し
せ
ば
昨
日
も
今
日
も
吾
を
召
さ
ま
し
を
（
吾
乎
召
麻
之
乎
）
﹇
萬
葉
三
・
４
５
４
天
平
三
年
辛
未
の
秋
七
月
、
大
納
言
大
伴
卿
の
薨
ぜ
し
時
の
歌
六
首
﹈
の
よ
う
に
「
呼
び
出
す
」
の
意
の
「
召
ス
」
と
な
る
。
メ
ス
と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
○
戯
奴
が
た
め
吾
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る
茅
花
そ
召
し
て
肥
え
ま
せ
（
御
食
而
肥
座
）
﹇
萬
葉
八
・
１
４
６
０
紀
女
郎
の
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
り
し
歌
二
首
﹈
○
石
麻
呂
に
吾
物
申
す
夏
痩
せ
に
良
し
と
い
ふ
も
の
そ
鰻
捕
り
食
せ
（
武
奈
伎
取
喫
）
売
世
の
反
な
り
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
５
３
痩
せ
た
る
人
を
嗤
咲
ひ
し
歌
二
首
﹈
の
よ
う
に
、「
飲
食
す
る
」
の
意
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
１
４
６
０
の
歌
の
用
字
は
「
御
食
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
萬
葉
集
の
中
で
は
「
ヲ
ス
」
の
用
字
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
句
は
「
メ
シ
テ
コ
ヘ
マ
セ
」
で
は
な
く
、「
ヲ
シ
テ
コ
ヘ
マ
セ
」
と
訓
む
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
３
８
５
３
の
歌
の
「
喫
」
は
「
ハ
ム
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
も
「
ム
ナ
ギ
ト
リ
メ
セ
」
で
は
な
く
、「
ム
ナ
ギ
ト
リ
ハ
メ
」
と
訓
む
も
の
と
考
え
る
。「
売
世
反
也
売
世
の
反
な
り
」
は
、
後
人
の
書
入
れ
と
考
え
る９
）
。
次
に
、
キ
コ
シ
メ
ス
は
、
萬
葉
集
に
２
例
あ
る
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）。
○
桜
花
今
さ
か
り
な
り
難
波
の
海
お
し
て
る
宮
に
聞
こ
し
め
す
な
へ
（
伎
許
之
売
須
奈
倍
）
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
１
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
き
こ
し
め
す
（
所
聞
見
為
）
背
面
の
国
の
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
４
３
６
１
の
歌
は
一
音
一
字
表
記
で
あ
り
、
１
９
９
の
歌
は
「
所
聞
」
が
キ
コ
ス
、「
見
為
」
が
メ
ス
と
訓
み
得
る
か
ら
、
こ
の
２
例
は
キ
コ
シ
メ
ス
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
。「
国
見
を
す
る
」
こ
と
か
ら
、「
統
治
す
る
」
の
意
と
な
っ
た
も
の
で
、
な
り
た
ち
も
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
と
同
じ
で
あ
る
。
キ
コ
シ
メ
ス
は
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
と
同
様
、
メ
ス
に
副
詞
の
キ
コ
シ
が
接
し
た
も
の
で
あ
る
。
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二
・
三
シ
ラ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
ヲ
ス
・
メ
ス
に
近
い
こ
と
ば
に
、
シ
ラ
ス
が
あ
る
。
こ
の
語
は
、
「
知
る
」
の
意
の
も
の
と
「
領
有
す
る
」
の
意
の
も
の
と
が
あ
る10
）
。
記
紀
で
は
○
…
所
治
賜
天
下
伊
邪
本
和
気
天
皇
之
御
子
市
辺
之
押
歯
王
之
奴
末
…
天
の
下
を
治
し
賜
へ
る
（
所
治
賜
天
下
）
伊
邪
本
和
気
天
皇
の
御
子
市
辺
の
押
歯
王
の
奴
末
﹇
顕
宗
天
皇
の
名
宣
り
全
集
『
古
事
記
』
三
五
六
頁
三
五
七
頁
﹈
○
…
於
市
辺
宮
治
天
下
、
天
万
国
万
押
磐
尊
御
裔
僕
是
也
。
…
市
辺
宮
に
天
下
治
め
た
ま
ひ
し
（
於
市
辺
宮
治
天
下
）
天
万
国
万
押
磐
尊
の
御
裔
僕
ら
ま
是
な
り
﹇
顕
宗
天
皇
の
名
宣
り
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
二
三
四
頁
二
三
五
頁
﹈
「
治
」
が
あ
り
、
全
集
『
古
事
記
』
で
は
「
天
の
下
を
治
め
賜
へ
る
」、
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
で
は
、「
天
下
治
め
た
ま
ひ
し
」
と
訓
ん
で
い
る
。「
領
有
す
る
」
の
義
で
あ
る
。
萬
葉
集
で
は
、「
知
る
」
の
意
の
も
の
が
３
例
○
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
大
野
な
る
三
笠
の
社
の
神
し
知
ら
さ
む
（
神
思
知
三
）
﹇
萬
葉
四
・
５
６
１
大
伴
宿
祢
百
代
﹈
す
べ
て
「
神
〜
知
ら
さ
む
」
の
形
で
あ
る
。
「
領
有
す
る
」
の
意
の
も
の
は
９
例
。
こ
の
う
ち
、
○
…
万
代
に
か
く
し
知
ら
さ
む
（
如
是
二
知
三
）
み
吉
野
の
秋
津
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
９
０
７
笠
朝
臣
金
村
﹈
は
「
宮
を
領
有
す
る
」
こ
と
、
○
泣
沢
の
神
社
に
神
酒
据
ゑ
祈
れ
ど
も
我
が
大
君
は
高
日
知
ら
し
ぬ
（
高
日
所
知
奴
）
﹇
萬
葉
二
・
２
０
２
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
は
「
天
を
領
有
す
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
高
市
皇
子
尊
の
宮
の
時
の
歌
で
あ
っ
て
、「
天
を
領
有
す
る
」
と
は
、
す
な
わ
ち
亡
く
な
っ
て
天
に
上
が
っ
た
こ
と
を
さ
す
。
の
こ
り
の
７
例
は
す
べ
て
「
国
を
領
有
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
○
高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
万
代
に
国
知
ら
さ
ま
し
（
国
所
知
麻
之
）
島
の
宮
は
も
﹇
萬
葉
二
・
１
７
１
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
慟
傷
し
て
作
り
し
歌
二
十
三
首
﹈
そ
の
他
、
知
ラ
シ
来
ル
２
例
・
天
知
ラ
ス
３
例
・
高
知
ラ
ス
７
例
な
ど
が
あ
る
。
○
…
千
代
重
ね
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
知
ら
し
来
る
（
所
知
来
流
）
天
の
日
継
と
神
な
が
ら
わ
が
大
君
の
天
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の
下
治
め
た
ま
へ
ば
…
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
ひ
さ
か
た
の
天
知
ら
し
ぬ
る
（
天
所
知
流
）
君
ゆ
ゑ
に
日
月
も
知
ら
ず
恋
ひ
わ
た
る
か
も
﹇
萬
葉
二
・
２
０
０
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
神
代
よ
り
吉
野
の
宮
に
あ
り
通
ひ
高
知
ら
せ
る
は
（
高
所
知
者
）
山
川
を
良
み
﹇
萬
葉
六
・
１
０
０
６
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
シ
ラ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
の
語
構
成
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
勢
物
語
初
段
に
「
む
か
し
、
お
と
こ
、
う
ゐ
か
う
ぶ
り
し
て
、
平
城
の
京
、
春
日
の
里
に
し
る
よ
し
し
て
、
狩
に
往
に
け
り
。」（
大
系
『
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
』
一
九
五
七
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
シ
ル
に
意
義
の
核
が
あ
る
。「
知
」
は
漢
語
で
①
し
る
。
ア
さ
と
る
（
覚
）
イ
わ
き
ま
え
る
。
み
わ
け
る
。
ウ
み
と
め
る
。
エ
つ
か
さ
ど
る
。
治
め
る
。
オ
見
知
る
。
し
た
し
む
。
カ
感
じ
と
る
。
き
き
し
る
。
…
﹇
漢
字
源
「
知
」
の
項
﹈
な
ど
の
意
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
か
ら
、
ア
〜
ウ
オ
カ
の
意
味
の
シ
ル
と
「
知
」
と
い
う
漢
字
と
が
結
び
つ
い
た
上
で
、
エ
の
意
味
「
つ
か
さ
ど
る
。
治
め
る
。」
に
も
シ
ル
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
、
萬
葉
集
で
は
、「
知
ル
」
は
ア
〜
ウ
オ
カ
の
意
味
で
の
み
使
わ
れ
て
い
て
、
エ
の
意
味
「
つ
か
さ
ど
る
。
治
め
る
。」
は
シ
ラ
ス
が
分
担
し
て
い
る
形
で
あ
る
。
ま
た
、「
高
知
ラ
ス
」
の
う
ち
○
神
代
よ
り
吉
野
の
宮
に
あ
り
通
ひ
高
知
ら
せ
る
は
（
高
所
知
者
）
山
川
を
良
み
﹇
萬
葉
六
・
１
０
０
６
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
神
な
が
ら
高
知
ら
せ
る
（
高
所
知
流
）
印
南
野
の
大
海
の
原
の
あ
ら
た
へ
の
藤
井
の
浦
に
…
﹇
萬
葉
六
・
９
３
８
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
は
「
土
地
を
治
め
る
」
意
で
あ
る
が
、
○
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
見
し
た
ま
は
む
と
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
（
高
所
知
武
等
）
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
の
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
は
「
宮
を
造
営
す
る
」
の
意
、
○
…
宮
柱
太
敷
き
奉
り
高
知
ら
す
（
高
知
為
）
布
当
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
０
久
邇
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
﹈
は
「
宮
を
造
っ
て
、
領
有
す
る
」
の
意
、
○
吾
が
大
君
神
の
命
の
高
知
ら
す
（
高
所
知
）
布
当
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の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
３
久
邇
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
の
高
知
ら
す
（
高
知
為
）
吉
野
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
９
２
３
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
神
代
よ
り
吉
野
の
宮
に
あ
り
通
ひ
高
知
ら
せ
る
は
（
高
所
知
者
）
山
川
を
良
み
﹇
萬
葉
六
・
１
０
０
６
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
は
「
宮
を
領
有
す
る
」
の
意
に
な
っ
て
い
る
。
「
宮
を
造
営
す
る
」
は
漢
語
の
「
つ
か
さ
ど
る
」
の
意
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
シ
ラ
ス
が
「
造
営
す
る
」
の
意
で
使
わ
れ
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
萬
葉
集
巻
第
六
・
１
０
４
７
の
歌
に
「
シ
ラ
シ
マ
ス
」
と
訓
め
る
も
の
が
あ
る
。
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
高
敷
か
す
大
和
の
国
は
皇
祖
の
神
の
御
代
よ
り
敷
き
ま
せ
る
国
に
し
あ
れ
ば
生
れ
ま
さ
む
御
子
の
継
ぎ
継
ぎ
天
の
下
知
ら
し
ま
さ
む
と
（
所
知
座
跡
）
八
百
万
千
年
を
か
ね
て
定
め
け
む
奈
良
の
都
は
…
﹇
萬
葉
六
・
１
０
４
７
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集
中
出
也
﹈
こ
の
よ
う
に
シ
ラ
ス
に
敬
語
の
補
助
動
詞
マ
ス
が
付
く
の
は
、
シ
ラ
ス
の
ス
自
体
に
は
敬
語
性
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
よ
っ
て
、
シ
ラ
ス
は
敬
語
の
「
領
有
な
さ
る
」
で
は
な
く
、「
領
有
す
る
」
こ
と
の
み
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、
シ
ラ
シ
メ
ス
の
実
質
的
意
味
は
シ
ラ
ス
の
方
に
あ
り
、
シ
ラ
ス
に
尊
敬
の
補
助
動
詞
メ
ス
が
接
し
た
も
の
が
シ
ラ
シ
メ
ス
で
あ
る
。
シ
ラ
シ
メ
ス
は
、
萬
葉
集
に
11
例
＋
１
例
（
或
い
は
云
ふ
、「
め
し
け
る
」）
あ
る11
）
。
萬
葉
集
巻
第
一
・
１
６
７
の
歌
○
…
天
照
ら
す
日
女
の
命
天
を
ば
知
ら
し
め
す
と
（
所
知
食
登
）
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
地
の
寄
り
合
い
の
極
み
知
ら
し
め
す
（
所
知
行
）
神
の
命
と
…
吾
が
大
君
皇
子
の
尊
の
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
（
所
知
食
世
者
）
…
﹇
萬
葉
二
・
１
６
７
日
並
皇
子
の
宮
の
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
﹈
に
、
日
女
の
命
が
「
天
を
ば
し
ら
し
め
す
」、
神
の
命
が
「
知
ら
し
め
す
」、
皇
子
の
尊
が
「
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
」
と
い
う
例
が
あ
る
が
、
全
体
で
は
神
・
神
の
御
子
を
主
語
と
す
る
も
の
２
例
、
皇
祖
を
主
語
と
す
る
も
の
６
例
、
天
皇
・
皇
子
を
主
語
と
す
る
も
の
４
例
で
あ
る
。
二
・
１
６
７
の
皇
子
の
尊
は
日
並
皇
子
、
一
・
２
９
は
天
智
天
皇
、
二
・
１
６
２
は
天
武
天
皇
、
六
・
１
０
５
３
は
天
皇
の
皇
子
を
さ
す
。
い
ず
れ
の
天
皇
も
「
神
の
命
」
あ
る
い
は
「
日
の
178
皇
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
天
智
・
天
武
の
古
代
国
家
統
一
を
機
に
、
天
皇
は
神
格
化
さ
れ
た
。
天
皇
を
神
と
崇
め
る
こ
と
は
、
歌
の
中
で
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
力
が
大
き
い
。
そ
の
絶
大
な
権
力
を
表
わ
す
に
、
従
来
の
シ
ラ
ス
で
は
不
十
分
で
、
さ
ら
に
尊
敬
の
意
を
こ
め
て
、
シ
ラ
シ
メ
ス
を
考
案
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
メ
ス
は
上
位
者
が
「
呼
び
出
す
」
意
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
位
者
が
「
与
え
る
」
意
の
タ
マ
フ
が
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
な
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
皇
祖
を
詠
ん
だ
歌
は
、
人
麻
呂
の
２
例
（
一
・
２
９
）
の
ほ
か
（
十
八
・
４
０
９
４
、
４
０
９
８
、
二
十
・
４
３
６
０
、
４
４
６
５
）
は
大
伴
家
持
の
も
の
で
あ
る
。
大
和
の
国
の
歴
史
、
大
伴
の
家
を
重
ん
じ
る
家
持
に
と
っ
て
、
皇
祖
神
は
重
要
な
起
点
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
・
シ
ラ
シ
メ
ス
は
形
作
ら
れ
て
き
た
。
お
わ
り
に
キ
ク
に
ス
が
接
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
キ
カ
ス
・
キ
コ
ス
両
形
が
あ
る
。
キ
カ
ス
は
「
聞
く
」
の
意
で
あ
り
、
キ
コ
ス
は
記
紀
で
は
「
思
う
、
判
断
す
る
」
の
意
、
萬
葉
集
で
は
「
言
う
」
の
意
と
な
る
。
同
じ
く
キ
ク
を
も
と
と
し
な
が
ら
、「
聞
く
」
と
「
言
う
」
と
、
反
対
と
い
っ
て
も
よ
い
意
味
に
分
化
す
る
の
は
、
キ
コ
ス
は
「
聴
」、
キ
カ
ス
は
「
聞
」
の
意
の
キ
ク
を
も
と
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。キ
コ
ス
は
キ
コ
シ
ヲ
ス
・
キ
コ
シ
メ
ス
の
よ
う
に
、
尊
敬
の
意
の
副
詞
と
も
な
る
。
ヲ
ス
は
「
食
べ
る
」「
着
る
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
で
あ
っ
た
が
、「
食
べ
る
」
意
か
ら
「
領
有
す
る
」
の
意
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
尊
敬
を
あ
ら
わ
す
副
詞
の
キ
コ
シ
が
接
し
て
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
が
で
き
た
。
メ
ス
は
「
見
る
」
か
ら
「
召
す
」
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
で
あ
っ
た
が
、「
国
見
を
す
る
」
の
意
か
ら
「
領
有
す
る
」
意
と
な
り
、
こ
れ
に
尊
敬
を
あ
ら
わ
す
副
詞
の
キ
コ
ス
が
接
し
て
、
キ
コ
シ
メ
ス
が
で
き
た
。
ヲ
ス
に
「
食
べ
る
」
意
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
や
が
て
メ
ス
に
も
「
食
べ
る
」
の
用
法
が
生
じ
、
ま
た
、
ヲ
ス
に
○
臣
の
子
は
の
袴
を
七
重
を
し
（
那
那
陛
嗚
）
庭
に
立
た
し
て
脚
帯
撫
だ
す
も
﹇
紀
七
四
歌
謡
﹈
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
や
が
て
メ
ス
も
衣
服
を
着
る
こ
と
の
敬
語
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
な
る
。
キ
コ
シ
メ
ス
は
、
現
代
で
も
、「
酒
を
飲
む
」
こ
と
の
尊
敬
語
ま
た
は
丁
寧
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
メ
シ
ア
ガ
ル
は
、「
飲
食
す
る
」
こ
と
の
尊
敬
語
ま
た
は
丁
寧
語
で
、
こ
ち
ら
は
ア
ガ
ル
に
「
飲
食
す
る
」
の
意
が
あ
り
、
メ
シ
が
敬
語
で
あ
る
。
シ
ラ
ス
は
、
漢
語
の
「
知
」
に
「
領
有
す
る
」
の
義
が
あ
る
た
め
、
「
知
る
」
の
義
と
分
け
て
、
シ
ル
に
ス
を
接
し
て
、
シ
ラ
ス
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
メ
ス
を
接
し
て
尊
敬
の
語
シ
ラ
シ
メ
ス
と
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し
た
の
は
、
副
詞
キ
コ
シ
を
接
し
て
キ
コ
シ
シ
ラ
ス
と
す
れ
ば
シ
が
重
複
す
る
こ
と
と
、
キ
コ
シ
ヲ
ス
の
５
音
、
キ
コ
シ
メ
ス
の
５
音
に
合
わ
せ
て
、
シ
ラ
シ
メ
ス
を
５
音
に
す
る
と
調
子
が
合
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
時
代
に
既
に
、
メ
ス
が
抽
象
化
し
て
、
尊
敬
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
な
り
了
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
シ
ラ
シ
メ
ス
の
場
合
、
メ
ス
は
補
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
、
の
ち
の
時
代
の
オ
ボ
シ
メ
ス
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注１
）
オ
モ
ホ
ス
16
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
７
例
）
○
相
見
て
は
月
も
経
な
く
に
恋
ふ
と
言
は
ば
を
そ
ろ
と
吾
を
思
ほ
さ
む
か
も
（
於
毛
保
寒
毳
）
﹇
萬
葉
四
・
６
５
４
大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
﹈
○
…
金
か
も
た
し
け
く
あ
ら
む
と
思
ほ
し
て
（
於
母
保
之
）
下
悩
ま
す
に
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
草
枕
旅
の
翁
と
思
ほ
し
て
（
於
母
保
之
天
）
針
そ
賜
へ
る
縫
は
む
物
も
が
﹇
萬
葉
十
八
・
４
１
２
８
大
伴
宿
祢
池
主
﹈
○
古
を
思
ほ
す
ら
し
も
（
於
母
保
須
良
之
母
）
わ
ご
大
君
吉
野
の
宮
を
あ
り
通
ひ
見
す
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
天
離
る
鄙
に
あ
る
わ
れ
を
う
た
が
た
も
紐
解
き
放
け
て
思
ほ
す
ら
め
や
（
於
毛
保
須
良
米
也
）
﹇
萬
葉
十
七
・
３
９
４
９
大
伴
宿
祢
池
主
﹈
○
松
が
浦
に
さ
わ
ゑ
う
ら
だ
ち
ま
人
言
思
ほ
す
な
も
ろ
（
於
毛
抱
須
奈
母
呂
）
わ
が
も
ほ
の
す
も
﹇
萬
葉
十
四
・
３
５
５
２
東
歌
﹈
○
山
川
を
中
に
隔
り
て
遠
く
と
も
心
を
近
く
思
ほ
せ
我
妹
（
於
毛
保
世
和
伎
母
）
﹇
萬
葉
十
五
・
３
７
６
４
中
臣
宅
守
﹈
○
…
射
狭
庭
の
岡
に
立
た
し
て
歌
思
ひ
辞
思
ほ
し
し
（
辞
思
為
師
）
み
湯
の
上
の
…
﹇
萬
葉
三
・
３
２
２
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
…
あ
を
に
よ
し
奈
良
山
を
越
え
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
或
い
は
云
ふ
、「
思
ほ
し
け
め
か
」（
所
念
計
米
可
）
あ
ま
ざ
か
る
鄙
に
は
あ
れ
ど
い
は
ば
し
る
近
江
の
国
の
楽
浪
の
大
津
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
む
天
皇
の
神
の
命
の
大
宮
は
…﹇
萬
葉
一
・
２
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
思
ほ
し
し
（
所
念
之
）
君
と
時
ど
き
出
で
ま
し
て
遊
び
た
ま
ひ
し
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
６
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
見
し
た
ま
は
む
と
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
神
な
が
ら
思
ほ
す
な
へ
に
（
所
念
奈
戸
二
）
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
○
世
の
中
の
人
の
言
葉
と
思
ほ
す
な
（
所
念
莫
）
ま
こ
と
そ
恋
ひ
し
逢
は
ぬ
日
を
多
み
﹇
萬
葉
十
二
・
２
８
８
８
正
述
心
緒
﹈
○
吾
が
大
君
も
の
な
思
ほ
し
（
物
莫
御
念
）
皇
神
の
副
へ
て
賜
へ
る
吾
が
な
け
な
く
に
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﹇
萬
葉
一
・
７
７
御
名
部
皇
女
﹈
○
秋
山
の
木
の
下
隠
り
行
く
水
の
吾
こ
そ
益
さ
め
思
ほ
す
よ
り
は
（
御
念
従
者
）
﹇
萬
葉
二
・
９
２
鏡
王
女
﹈
○
藤
波
の
花
は
盛
り
に
な
り
に
け
り
奈
良
の
都
を
思
ほ
す
や
君
（
御
念
八
君
）
﹇
萬
葉
三
・
３
３
０
防
人
司
祐
大
伴
四
綱
﹈
○
春
山
の
友
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
間
も
思
ほ
せ
吾
を
（
思
御
吾
）
﹇
萬
葉
十
・
１
８
９
０
春
の
相
聞
﹈
オ
モ
ホ
セ
リ
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
…
深
海
松
の
深
め
し
吾
を
俣
海
松
の
ま
た
行
き
帰
り
妻
と
言
は
じ
と
か
も
思
ほ
せ
る
君
（
思
保
世
流
君
）
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
０
１
相
聞
﹈
○
楽
浪
の
志
賀
さ
ざ
れ
波
し
く
し
く
に
常
に
と
君
が
思
ほ
せ
り
け
る
（
所
念
有
計
類
）
﹇
萬
葉
二
・
２
０
６
挽
歌
﹈
＊
こ
の
歌
、
塙
書
房
『
萬
葉
集
』
本
文
篇
・
訳
文
篇
と
も
、
こ
の
訓
に
な
っ
て
い
る
が
、
塙
書
房
『
萬
葉
集
索
引
』
（
古
典
索
引
刊
行
会
編
）
に
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
モ
ホ
シ
メ
ス
８
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
神
な
が
ら
思
ほ
し
め
し
て
（
於
母
保
之
売
志
）
…
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
６
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
食
す
国
は
栄
え
む
も
の
と
神
な
が
ら
思
ほ
し
め
し
て
（
於
毛
保
之
売
之
）
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
遠
く
あ
れ
ば
一
日
一
夜
も
思
は
ず
て
あ
る
ら
む
も
の
と
思
ほ
し
め
す
な
（
於
毛
保
之
売
須
奈
）
﹇
萬
葉
十
五
・
３
７
３
６
中
臣
家
守
﹈
○
…
吾
が
大
君
の
万
代
と
思
ほ
し
め
し
て
（
所
念
食
而
）
作
ら
し
し
香
具
山
の
宮
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
所
念
食
可
）
…
﹇
萬
葉
二
・
１
６
２
持
統
天
皇
か
﹈
○
…
あ
を
に
よ
し
奈
良
山
を
越
え
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
或
い
は
云
ふ
、「
思
ほ
し
け
め
か
」
あ
ま
ざ
か
る
鄙
に
は
あ
れ
ど
…
﹇
萬
葉
一
・
２
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
つ
れ
も
な
き
真
弓
の
岡
に
…﹇
萬
葉
二
・
１
６
７
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
つ
れ
も
な
き
城
上
の
宮
に
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
２
６
挽
歌
﹈
２
）
萬
葉
集
御
字
例
12
例
思
ホ
ス
16
例
中
４
例
…
オ
モ
ホ
シ
（
御
念
）
１
例
、
オ
モ
ホ
ス
（
御
念
）
２
例
、
オ
モ
ホ
セ
（
思
御
）
１
例
○
わ
が
大
君
も
の
な
思
ほ
し
（
物
莫
御
念
）
皇
神
の
副
へ
て
賜
へ
る
吾
が
な
け
な
く
に
﹇
萬
葉
一
・
７
７
御
名
部
皇
女
﹈
○
秋
山
の
木
の
下
隠
り
行
く
水
の
吾
こ
そ
益
さ
め
思
ほ
す
よ
り
は
（
御
念
従
者
）﹇
萬
葉
二
・
９
２
相
聞
鏡
王
女
﹈
○
藤
波
の
花
は
盛
り
に
な
り
に
け
り
奈
良
の
都
を
思
ほ
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す
や
君
（
御
念
八
君
）
﹇
萬
葉
三
・
３
３
０
相
聞
防
人
司
佑
大
伴
四
綱
﹈
○
春
山
の
友
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
間
も
思
ほ
せ
吾
を
（
思
御
吾
）
﹇
萬
葉
十
・
１
８
９
０
春
の
相
聞
﹈
思
ホ
シ
メ
ス
８
例
中
３
例
…
オ
モ
ホ
シ
メ
セ
（
御
念
食
）
３
例
○
…
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
或
い
は
云
ふ
、「
思
ほ
し
け
め
か
」
あ
ま
ざ
か
る
鄙
に
は
あ
れ
ど
い
は
ば
し
る
近
江
の
国
の
楽
浪
の
大
津
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
む
天
皇
の
神
の
命
の
大
宮
は
こ
こ
と
聞
け
ど
も
…
﹇
萬
葉
一
・
２
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
吾
が
大
君
皇
子
の
尊
の
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
春
花
の
貴
か
ら
む
と
望
月
の
た
た
は
し
け
む
と
天
の
下
一
に
云
ふ
、「
食
国
」
四
方
の
人
の
大
船
の
思
ひ
頼
み
て
天
の
水
仰
ぎ
て
待
つ
に
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
つ
れ
も
な
き
真
弓
の
岡
に
宮
柱
太
敷
き
い
ま
し
み
あ
ら
か
を
高
知
り
ま
し
て
…
﹇
萬
葉
二
・
１
６
７
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
磯
城
島
の
大
和
の
国
に
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か
（
御
念
食
可
）
つ
れ
も
な
き
城
上
の
宮
に
大
殿
を
仕
へ
奉
り
て
殿
隠
り
隠
り
い
ま
せ
ば
…﹇
十
三
・
３
３
２
６
﹈
食
ス
10
例
中
１
例
…
ヲ
ス
（
御
食
）
１
例
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
食
す
国
は
（
御
食
国
者
）
大
和
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
﹇
萬
葉
六
・
９
５
６
帥
大
伴
卿
﹈
見
サ
ク
１
例
中
１
例
…
メ
サ
ク
（
御
覧
）
１
例
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
あ
り
通
ひ
見
さ
く
も
著
し
（
御
覧
母
知
師
）
清
き
白
浜
﹇
萬
葉
六
・
９
３
８
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
見
シ
タ
マ
フ
10
例
中
１
例
…
メ
シ
タ
マ
ハ
（
御
見
多
麻
波
牟
曾
）
１
例
○
あ
り
つ
つ
も
見
し
た
ま
は
む
そ
（
御
見
多
麻
波
牟
曾
）
大
殿
の
こ
の
も
と
ほ
り
の
雪
な
踏
み
そ
ね
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
２
８
三
形
沙
弥
﹈
召
ス
２
例
中
１
例
…
ヲ
シ
（
御
食
）
１
例
○
戯
奴
が
た
め
吾
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る
茅
花
そ
召
し
て
肥
え
ま
せ
（
御
食
而
肥
座
）
﹇
萬
葉
八
・
１
４
６
０
紀
女
郎
﹈
※
一
般
に
「
め
し
て
こ
え
ま
せ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、「
を
し
て
こ
え
ま
せ
」
と
訓
む
。
シ
ラ
ス
12
例
中
１
例
…
シ
ラ
サ
（
御
知
）
１
例
○
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
真
鳥
住
む
雲
梯
の
社
の
神
し
知
ら
さ
む
（
神
思
将
御
知
）
﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
０
０
﹈
３
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
解
説
七
孤
語
の
解
釈
に
つ
い
て
の
当
該
部
分
（
四
〇
九
頁
四
一
一
頁
）
を
以
下
に
掲
げ
る
。
活
用
ま
た
は
音
韻
の
面
か
ら
問
題
に
な
る
語
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
大
峰
に
し
ナ
カ
サ
ダ
メ
（
甲
）
ル
思
ひ
妻
あ
は
れ
」（
記
89
）
が
そ
れ
で
、
前
後
の
文
意
か
ら
推
し
て
、
ナ
カ
は
「
仲
」（
原
文
は
「
那
加
」
で
あ
る
か
ら
、「
汝
が
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）、
サ
ダ
メ
ル
は
一
応
「
定
め
る
」
と
解
し
て
意
味
は
通
る
が
、「
定
め
る
」
と
い
う
動
詞
は
存
在
せ
ず
、「
定
む
」
は
下
二
段
活
用
の
他
動
詞
で
あ
る
か
ら
（
自
動
詞
は
「
定
ま
る
」
で
四
段
活
用
）、
そ
の
活
用
形
は
す
べ
て
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「
定
メ
（
乙
）
」
で
あ
っ
て
、
メ
（
甲
）
の
語
尾
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
サ
ダ
メ
（
甲
）
ル
は
、「
定
」
で
は
説
明
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
以
外
の
解
釈
も
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
知
っ
て
い
る
語
彙
や
国
語
学
の
知
識
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
言
葉
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
道
は
三
つ
し
か
な
い
。
そ
の
一
は
分
ら
な
い
と
し
て
棚
上
げ
す
る
こ
と
。
そ
の
二
は
原
文
に
誤
り
が
あ
る
と
し
て
、
解
釈
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。
そ
の
三
は
存
在
の
可
能
性
の
多
い
孤
語
を
仮
定
し
て
解
釈
す
る
こ
と
。
そ
の
中
で
、
原
則
的
に
は
第
三
の
道
を
選
ぶ
の
が
よ
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
問
題
は
可
能
性
の
論
証
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
性
が
多
い
か
少
な
い
か
が
分
か
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
サ
ダ
メ
（
甲
）
ル
は
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
い
難
問
で
は
な
い
。
連
語
の
末
尾
に
「
メ
（
甲
）
ル
」
と
い
う
形
を
も
つ
の
は
、
い
く
ら
で
も
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
佩
ケ
（
甲
）
ル
大
刀
」（
記
23
）、「
直
に
向
か
ヘ
（
甲
）
ル
一
つ
松
」（
記
29
）、
「
桜
花
い
ま
だ
含
メ
（
甲
）
リ
」（
万
・
四
〇
七
七
）
な
ど
。
こ
れ
ら
は
四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
（
イ
列
音
、
甲
）
に
ア
リ
が
接
続
し
、
動
詞
の
語
尾
は
ア
と
融
合
し
て
エ
列
音
・
甲
と
な
り
、
リ
だ
け
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
が
一
般
に
完
了
の
助
動
詞
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
同
じ
現
象
は
連
用
形
が
甲
類
に
な
る
カ
行
上
一
段
、
カ
変
の
動
詞
に
も
現
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、「
来
（
キ
）
ア
リ
↓
ケ
（
甲
）
リ
」「
着
（
キ
）
ア
リ
↓
ケ
（
甲
）
リ
」
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
サ
ダ
メ
（
甲
）
ル
を
「
定
ミ
（
甲
）
ア
リ
」
の
融
合
で
あ
ろ
う
と
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
問
題
は
四
段
活
用
の
「
定
ム
」
の
用
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
に
な
る
（
用
例
が
あ
れ
ば
、
始
め
か
ら
問
題
に
な
り
は
し
な
い
）。
そ
こ
で
次
に
、
文
献
で
は
下
二
段
動
詞
で
あ
る
「
定
ム
」
が
四
段
に
も
活
用
し
た
可
能
性
を
論
証
す
る
手
続
き
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
こ
の
歌
の
「
語
釈
」
に
書
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
思
う
。
だ
か
ら
孤
語
の
解
釈
は
、
用
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
は
仮
説
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
仮
説
を
、
学
問
的
に
価
値
の
低
い
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
誤
っ
た
用
例
主
義
・
実
証
主
義
で
あ
る
。
誤
っ
た
用
例
主
義
は
、
言
葉
は
必
ず
二
回
以
上
文
献
の
上
に
現
わ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
誤
っ
た
仮
定
の
上
に
、
自
ら
は
気
づ
か
ず
し
て
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
回
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
孤
語
で
も
、
そ
れ
と
は
無
関
係
な
既
知
の
語
を
用
例
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
問
題
語
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
仁
徳
天
皇
の
歌
「
さ
わ
さ
わ
に
汝
が
言
ヘ
セ
こ
そ
」（
記
63
）
の
イ
へ
セ
が
そ
れ
で
、
セ
は
敬
語
の
助
動
詞
ス
の
活
用
形
で
あ
る
か
ら
「
言
ハ
セ
コ
ソ
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
下
の
セ
に
逆
行
同
化
さ
れ
て
、
ハ
が
ヘ
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
、
私
も
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
同
化
説
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
為
（
ス
）
」「
着
（
キ
）
ル
」「
見
（
ミ
）
ル
」
に
助
動
詞
の
ス
が
接
す
る
場
合
は
、
下
に
く
る
音
声
に
関
係
な
く
、
セ
ス
・
ケ
ス
・
メ
ス
と
エ
列
音
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
敬
語
の
ス
は
、
前
に
の
べ
た
完
了
の
リ
の
場
合
と
同
様
、
動
詞
の
連
用
形
に
ア
ス
が
接
し
て
、
連
用
形
の
語
尾
と
ア
が
融
合
し
、
ス
だ
け
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
四
段
活
用
の
場
合
も
「
言
ヘ
ス
」
と
い
う
形
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
si
＋a
su
↓sesu
 
k
i
＋a
su
↓k
esu
 
m
i
＋a
su
↓m
esu
 
ifi
＋a
su
↓ifesu
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
場
合
ケ
・
メ
は
甲
類
に
な
る
よ
う
に
、
ヘ
も
甲
類
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、
仁
徳
天
皇
の
歌
を
見
る
と
は
た
し
て
甲
類
の
文
字
「
幣
」
が
用
い
て
あ
る
。
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四
段
活
用
に
ス
が
接
す
る
場
合
は
、
ア
列
音
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、“ ｉ
＋
ａ
”
の
融
合
は
ア
列
音
と
エ
列
音
（
甲
類
）
の
二
つ
の
場
合
が
あ
っ
て
、
右
の
「
言
ヘ
ス
」
は
後
者
の
例
で
あ
り
、
た
だ
そ
の
例
が
一
つ
し
か
な
い
孤
語
で
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
継
続
的
存
在
の
意
を
表
わ
す
ア
リ
、
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
リ
が
動
詞
の
連
用
形
に
接
続
す
る
場
合
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
っ
そ
う
明
瞭
で
、
ア
列
音
に
な
る
場
合
と
エ
列
音
に
な
る
場
合
と
が
あ
る
。
そ
し
て
ど
う
い
う
わ
け
か
、
中
央
の
歌
で
は
エ
列
音
（
甲
類
）
に
な
る
例
が
多
く
、
東
国
の
歌
で
は
ア
列
音
に
な
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
ta
ti
＋a
ri
↓
ta
ta
ri
（
立
た
り
）
①
↓
ta
teri
（
立
て
り
）
②
m
o
ti
＋a
ri
↓
m
o
ta
ri
（
持
た
り
）
③
↓
m
o
teri
（
持
て
り
）
④
k
i
＋a
ri
↓
k
a
ri
（
着
り
）
⑤
（
来
り
）
⑥
↓
k
eri
（
着
り
）
⑦
（
来
り
）
⑧
ifi
＋a
ri
↓
iferi
（
言
へ
り
）
②
④
の
用
例
は
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
用
例
を
次
に
あ
げ
て
お
く
。
①
松
の
木
の
並
み
た
る
見
れ
ば
家
人
の
我
を
見
送
る
と
多
多
理
し
も
こ
ろ
（
万
・
四
三
七
五
）
③
我
の
み
や
子
毛
太
留
と
い
へ
ば
陸
奥
の
塙
に
立
て
る
松
も
子
持
て
り
（
承
徳
本
古
謡
集
）
⑤
笹
が
葉
の
さ
や
ぐ
霜
夜
に
七
重
加
流
（
着
る
）
衣
に
ま
せ
る
子
ろ
が
膚
は
も
（
万
・
四
四
三
一
）
⑥
旅
と
い
へ
ど
ま
旅
に
な
り
ぬ
家
の
妹
が
着
せ
し
衣
に
垢
着
き
に
迦
理
（
来
り
↓
助
動
詞
）
（
万
・
四
三
八
八
）
⑦
我
が
旅
は
久
し
く
あ
ら
し
こ
の
吾
が
家
流
（
着
る
）
妹
が
衣
の
垢
づ
く
見
れ
ば
（
万
・
三
六
六
七
）
⑧
去
年
の
春
い
こ
じ
て
植
ゑ
し
我
が
宿
の
若
木
の
梅
は
花
咲
き
に
家
里
（
来
り
↓
助
動
詞
）
（
万
・
一
四
二
三
）
た
だ
し
、
ア
ス
が
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
、
四
段
は
ア
列
音
に
な
る
の
が
普
通
で
、
サ
変
・
カ
変
・
上
一
段
の
場
合
は
エ
列
音
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
ア
リ
が
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
は
、
中
央
語
で
は
エ
列
音
に
な
る
例
が
多
く
、
東
国
語
で
は
ア
列
音
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
国
語
学
者
の
説
明
を
聞
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
事
実
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
問
題
語
の
「
言
へ
せ
こ
そ
」
は
、
ヘ
を
逆
行
同
化
と
見
る
よ
り
も
、「
ｉ
＋
ａ
」
の
融
合
と
見
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
解
説
七
孤
語
の
解
釈
に
つ
い
て
（
四
〇
九
頁
四
一
一
頁
）
４
）
記
紀○
…
止
さ
ず
飲
せ
（
阿
佐
受
袁
勢
）
さ
さ
﹇
記
三
九
歌
謡
﹈
○
…
あ
さ
ず
飲
せ
（
阿
佐
斉
）
さ
さ
﹇
紀
三
二
歌
謡
﹈
○
…
美
味
ら
に
聞
し
も
ち
飲
せ
（
袁
勢
）
…
﹇
記
四
八
歌
謡
﹈
○
…
う
ま
ら
に
聞
し
持
ち
食
せ
（
勢
）
…
﹇
紀
三
九
歌
謡
﹈
○
…
蜻
蛉
は
や
ひ
（
倶
譬
）
…
﹇
紀
七
五
歌
謡
﹈
こ
の
ほ
か
、
字
の
順
序
が
変
え
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
難
訓
歌
に
○
…
雁
雁
の
食
ら
ふ
（
邏
賦
倶
能
理
歌
理
）
…
﹇
紀
一
二
二
歌
謡
﹈（
大
系
『
古
代
歌
謡
集
』
に
よ
る
訓
）
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
「
邏
賦
倶
」
を
「
く
ら
ふ
」
と
訓
め
ば
「
食
ラ
フ
」
の
例
と
な
る
。
ま
た
、
顕
宗
天
皇
の
室
寿
に
、
○
…
美
（
う
ま
ら
）
に
を
飲
喫
（
や
ら
）
ふ
る
が
ね
美
飲
喫
哉
、
184
此
に
は
于
魔
羅
烏
野
羅
甫
屡
佞
と
云
ふ
。
あ
が
子
等
…
﹇
全
集
『
日
本
書
紀
②
』
二
三
三
頁
﹈
「
ヤ
ラ
フ
」（
１
例
）
が
あ
り
、
○
岩
の
上
に
小
猿
米
焼
く
米
だ
に
も
食
げ
（
多
礙
）
て
通
ら
せ
山
羊
（
か
ま
し
し
）
の
老
翁
（
を
ぢ
）
﹇
紀
一
〇
七
歌
謡
﹈
「
タ
グ
」（
１
例
）
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
ヨ
モ
ツ
ヘ
グ
ヒ
（
神
代
紀
「
泉
之
竈
誉
母
都
俳
遇
比
」、
古
事
記
上
巻
「
黄
泉
戸
喫
」）
の
「
く
ひ
」
は
「
ク
フ
」
で
あ
ろ
う
。「
へ
」
は
、
○
臣
は
是
苞
担
が
子
な
り
」
と
ま
を
す
。
苞
担
、
此
に
は
倍
毛
と
云
ふ
。
﹇
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
八
月
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
二
一
〇
頁
﹈
の
「
に
へ
贄
」
の
「
ヘ
」
で
あ
る
。
風
土
記
に
「
タ
グ
」
が
１
例
あ
る
。
○
あ
ら
さ
か
の
神
の
み
酒
を
た
げ
た
げ
と
（
多
々
義
々
止
）
言
ひ
け
ば
か
も
よ
わ
が
酔
ひ
に
け
む
﹇
常
陸
国
風
土
記
（
香
島
郡
）
三
九
二
頁
﹈
萬
葉
集
の
「
ク
フ
」
４
例
○
…
青
柳
の
枝
く
ひ
持
ち
て
（
枝
啄
持
而
）
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
﹇
萬
葉
十
・
１
８
２
１
﹈
○
…
白
鷺
の
啄
ひ
持
ち
て
（
啄
持
而
）
…
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
３
１
﹈
○
…
上
つ
瀬
に
鵜
を
八
つ
潜
け
下
つ
瀬
に
鵜
を
八
つ
潜
け
上
つ
瀬
の
鮎
を
食
は
し
め
（
年
魚
矣
令
咋
）
下
つ
瀬
の
鮎
を
食
は
し
め
（
鮎
矣
令
咋
）
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
３
０
﹈
萬
葉
集
の
「
タ
グ
」
２
例
。
人
１
例
、
駒
１
例
。
○
妻
も
あ
ら
ば
摘
み
て
食
げ
ま
し
（
採
而
多
宜
麻
之
）
沙
弥
の
山
野
の
上
の
う
は
ぎ
過
ぎ
に
け
ら
ず
や
﹇
萬
葉
二
・
２
２
１
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
左
奈
都
良
の
岡
に
粟
蒔
き
か
な
し
き
が
駒
は
食
ぐ
と
も
（
古
麻
波
多
具
等
毛
）
わ
は
そ
と
も
は
じ
﹇
萬
葉
十
四
・
３
４
５
１
雑
歌
﹈
萬
葉
集
の
「
ハ
ム
」
15
例
。
人
８
例
、
馬
４
例
、
鳥
３
例
。
一
音
一
字
表
記
○
わ
が
盛
り
い
た
く
く
た
ち
ぬ
雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
と
も
（
久
須
利
波
武
等
母
）
ま
た
を
ち
め
や
も
﹇
萬
葉
五
・
８
４
７
﹈
○
雲
に
飛
ぶ
薬
食
む
よ
は
（
久
須
利
波
牟
用
波
）
都
見
ば
い
や
し
き
あ
が
身
ま
た
を
ち
ぬ
べ
し
﹇
萬
葉
五
・
８
４
８
﹈
○
瓜
食
め
ば
（
宇
利
波
米
婆
）
子
ど
も
思
ほ
ゆ
栗
食
め
ば
（
久
利
波
米
婆
）
ま
し
て
偲
は
ゆ
…
﹇
萬
葉
五
・
８
０
２
山
上
憶
良
﹈
○
栅
越
し
に
麦
食
む
子
馬
の
（
武
芸
波
武
古
宇
馬
能
）
は
つ
は
つ
に
相
見
し
児
ら
し
あ
や
に
か
な
し
も
或
る
本
の
歌
に
曰
く
、「
馬
栅
越
し
麦
食
む
駒
の
（
牟
芸
波
武
古
麻
能
）
は
つ
は
つ
に
新
肌
触
れ
し
児
ろ
し
か
な
し
も
」
と
い
ふ
。
﹇
萬
葉
十
四
・
３
５
３
７
雑
歌
﹈
○
春
の
野
に
草
食
む
駒
の
（
久
佐
波
牟
古
麻
能
）
口
止
ま
ず
あ
を
偲
ふ
ら
む
家
の
児
ろ
は
も
﹇
萬
葉
十
四
・
３
５
３
２
雑
歌
﹈
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「
咋
」
○
馬
栅
越
し
に
麦
食
む
駒
の
（
麦
咋
駒
乃
）
罵
ら
ゆ
れ
ど
な
ほ
し
恋
し
く
思
ひ
か
ね
つ
も
﹇
萬
葉
十
二
・
３
０
９
６
寄
物
陳
思
﹈
「
喫
」
○
吾
が
君
に
戯
奴
は
恋
ふ
ら
し
賜
り
た
る
茅
花
を
食
め
ど
（
茅
花
乎
雖
喫
）
い
や
痩
せ
に
痩
す
﹇
萬
葉
八
・
１
４
６
２
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
飯
食
め
ど
（
飯
喫
騰
）
う
ま
く
も
あ
ら
ず
行
き
行
け
ど
安
く
も
あ
ら
ず
あ
か
ね
さ
す
君
が
心
し
忘
れ
か
ね
つ
も
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
５
７
﹈
○
香
塗
れ
る
塔
に
な
寄
り
そ
川
隈
の
屎
鮒
食
め
る
（
屎
鮒
喫
有
）
い
た
き
女
奴
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
２
８
﹈
○
う
つ
た
へ
に
鳥
は
は
ま
ね
ど
（
鳥
者
雖
不
喫
）
縄
延
へ
て
守
ら
ま
く
欲
し
き
梅
の
花
か
も
﹇
萬
葉
十
・
１
８
５
８
春
の
雑
歌
﹈
○
婆
羅
門
の
作
れ
る
小
田
を
食
む
烏
（
喫
烏
）
瞼
腫
れ
て
幡
に
を
り
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
５
６
﹈
○
吾
が
門
の
榎
の
実
も
り
食
む
（
榎
実
毛
利
喫
）
百
千
鳥
千
鳥
は
来
れ
ど
君
そ
来
ま
さ
ぬ
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
７
２
﹈
「
食
」
○
う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
食
む
（
玉
藻
苅
食
）
﹇
萬
葉
一
・
２
４
麻
続
王
﹈
５
）
○
次
、
登
由
宇
気
神
、
此
者
、
坐
外
宮
之
度
相
神
者
也
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
一
一
六
頁
﹈
次
に
、
登
由
宇
気
神
（
と
ゆ
う
け
の
か
み
）
、
此
は
外
宮
の
度
相
に
坐
す
神
ぞ
。
﹇
全
集
『
古
事
記
』
一
一
六
頁
一
一
七
頁
﹈
神
宮
の
内
宮
に
は
天
照
大
御
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
外
宮
に
は
豊
受
大
神
（
登
由
宇
気
神
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ウ
ケ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
豊
受
大
神
（
と
よ
う
け
の
お
お
か
み
）
は
食
物
を
司
る
神
で
あ
る
。
６
）
「
飢
え
る
」
意
の
語
は
一
般
に
ウ
ウ
（
飢
）
で
あ
る
が
、
古
事
記
一
四
歌
謡
と
日
本
書
紀
一
〇
四
歌
謡
と
に
ウ
（
飢
）
の
連
用
形
ヱ
の
用
例
が
あ
る
。
○
楯
並
め
て
伊
那
佐
の
山
の
木
の
間
よ
も
い
行
き
目
守
ら
ひ
戦
へ
ば
わ
れ
早
や
飢
ぬ
（
和
礼
波
夜
恵
奴
）
島
つ
鳥
鵜
飼
が
伴
今
助
け
に
来
ね
﹇
記
一
四
歌
謡
﹈
○
し
な
て
る
片
岡
山
に
飯
に
飢
て
（
伊
比
爾
恵
）
臥
せ
る
そ
の
田
人
あ
は
れ
親
無
し
に
汝
生
り
け
め
や
さ
す
竹
の
君
は
や
無
き
飯
に
飢
て
（
伊
比
爾
恵
）
臥
せ
る
そ
の
田
人
あ
は
れ
﹇
紀
一
〇
四
歌
謡
﹈
し
た
が
っ
て
、
ウ
ウ
（
飢
）
の
後
の
ほ
う
の
ウ
に
中
心
の
意
味
が
あ
り
、
ワ
行
音
の
動
詞
で
あ
る
。
前
の
ほ
う
の
ウ
は
意
義
を
明
確
に
す
る
語
で
、
接
頭
辞
的
に
付
属
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
の
ウ
も
ワ
行
音
の
ウ
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
義
は
「
食
物
」
で
あ
る
。
こ
の
ウ
が
ヲ
ス
の
ヲ
と
な
る
。
７
）
萬
葉
集
に
ヲ
ス
10
例
あ
る
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
２
例
）。
○
…
天
皇
の
食
す
国
な
れ
ば
（
乎
須
久
尓
奈
礼
婆
）
…
﹇
萬
葉
十
七
・
４
０
０
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
大
君
の
命
恐
み
食
す
国
の
（
乎
須
久
尓
能
）
事
取
り
持
ち
て
…
﹇
萬
葉
十
七
・
４
０
０
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
食
す
国
は
（
御
食
国
者
）
大
186
和
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
﹇
萬
葉
六
・
９
５
５
大
宰
少
弐
石
川
朝
臣
足
人
﹈
○
…
遠
き
代
に
か
か
り
し
こ
と
を
朕
が
御
代
に
顕
は
し
て
あ
れ
ば
食
す
国
は
（
御
食
国
波
）
栄
え
む
も
の
と
神
な
が
ら
思
ほ
し
め
し
て
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
（
食
国
乎
）
見
し
た
ま
は
む
と
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
宮
の
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
○
…
吾
が
大
君
皇
子
の
尊
の
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
…
天
の
下
一
に
云
ふ
、「
食
国
の
（
食
国
）」
四
方
の
人
の
大
船
の
思
ひ
頼
み
て
…﹇
萬
葉
二
・
１
６
７
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
食
国
を
（
食
国
乎
）
定
め
た
ま
ふ
と
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
績
麻
な
す
長
柄
の
宮
に
真
木
柱
太
高
敷
き
て
食
す
国
を
（
食
国
乎
）
治
め
た
ま
へ
ば
…
﹇
萬
葉
六
・
９
２
８
笠
朝
臣
金
村
﹈
○
食
す
国
の
（
食
国
）
遠
の
朝
廷
に
汝
等
が
か
く
罷
り
な
ば
…
﹇
萬
葉
六
・
９
７
３
聖
武
天
皇
﹈
○
…
吾
が
大
君
の
天
の
下
治
め
た
ま
へ
ば
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
男
を
撫
で
た
ま
ひ
整
へ
た
ま
ひ
食
す
国
の
（
食
国
之
）
四
方
の
人
を
も
あ
ぶ
さ
は
ず
恵
み
た
ま
へ
ば
…
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
キ
コ
シ
ヲ
ス
は
６
例
あ
る
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）。
○
…
こ
の
照
ら
す
日
月
の
下
は
天
雲
の
向
伏
す
極
み
た
に
ぐ
く
の
さ
渡
る
極
み
き
こ
し
食
す
（
企
許
斯
遠
周
）
国
の
ま
ほ
ら
ぞ
…
﹇
萬
葉
五
・
８
０
０
山
上
憶
良
﹈
○
高
御
座
天
の
日
継
と
皇
祖
の
神
の
命
の
き
こ
し
食
す
（
伎
己
之
乎
須
）
国
の
ま
ほ
ら
に
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
８
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
神
な
が
ら
わ
ご
大
君
の
…
敷
き
ま
せ
る
難
波
の
宮
は
き
こ
し
食
す
（
伎
己
之
乎
須
）
四
方
の
国
よ
り
奉
る
御
調
の
船
は
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
０
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
き
こ
し
食
す
（
所
聞
食
）
天
の
下
に
国
は
し
も
さ
は
に
あ
れ
ど
も
…
﹇
萬
葉
一
・
３
６
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
の
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
御
食
つ
国
神
風
の
伊
勢
の
国
は
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
２
３
４
雑
歌
﹈
○
…
し
ら
ぬ
ひ
筑
紫
の
国
は
賊
守
る
お
さ
へ
の
城
そ
と
き
こ
し
食
す
（
聞
食
）
四
方
の
国
に
は
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
３
１
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
ヲ
シ
タ
マ
フ
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
…
一
般
に
メ
シ
タ
マ
フ
と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
。
○
…
吾
が
大
君
皇
子
の
命
万
代
に
を
し
た
ま
は
ま
し
（
食
賜
麻
思
）
大
日
本
久
邇
の
都
は
…
﹇
萬
葉
三
・
４
７
５
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
８
）
メ
ス
６
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
３
例
）
○
延
ふ
葛
の
絶
え
ず
偲
は
む
大
君
の
見
し
し
野
辺
に
は
（
売
之
思
野
辺
尓
波
）
標
結
ふ
べ
し
も
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﹇
萬
葉
二
十
・
４
５
０
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
古
を
思
ほ
す
ら
し
も
わ
ご
大
君
吉
野
の
宮
を
あ
り
通
ひ
見
す
（
安
里
我
欲
比
売
須
）
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
大
君
の
継
ぎ
て
見
す
ら
し
（
都
芸
売
須
良
之
）
高
円
の
野
辺
見
る
ご
と
に
音
の
み
し
泣
か
ゆ
﹇
萬
葉
二
十
・
４
５
１
０
甘
南
備
伊
香
真
人
﹈
○
愛
し
き
か
も
皇
子
の
命
の
あ
り
通
ひ
見
し
し
活
道
の
（
見
之
活
道
乃
）
道
は
荒
れ
に
け
り
﹇
萬
葉
三
・
４
７
９
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
豊
の
宴
見
す
今
日
の
日
は
（
見
為
今
日
者
）
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
２
６
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
こ
ち
ご
ち
の
花
の
盛
り
に
見
さ
ず
と
も
（
雖
不
見
）
か
に
も
か
く
に
も
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
べ
し
﹇
萬
葉
九
・
１
７
４
９
春
三
月
、
諸
卿
大
夫
等
の
難
波
に
下
り
し
時
の
歌
二
首
﹈
メ
サ
ク
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
あ
り
通
ひ
見
さ
く
も
著
し
（
御
覧
母
知
師
）
清
き
白
浜
﹇
萬
葉
六
・
９
３
８
山
部
赤
人
﹈
メ
シ
タ
マ
フ
10
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
２
例
、
メ
シ
の
み
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
…
見
し
た
ま
ひ
（
売
之
多
麻
比
）
明
ら
め
た
ま
ひ
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
０
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
こ
の
大
宮
に
あ
り
通
ひ
見
し
た
ま
ふ
ら
し
（
売
之
多
麻
布
良
之
）
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
見
し
た
ま
は
む
と
（
売
之
賜
牟
登
）
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
宮
の
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
○
…
埴
安
の
堤
の
上
に
あ
り
立
た
し
見
し
た
ま
へ
ば
（
見
之
賜
者
）
…
﹇
萬
葉
一
・
５
２
藤
原
宮
の
御
井
の
歌
﹈
○
…
旅
行
く
君
は
…
国
状
を
見
し
た
ま
ひ
て
（
見
之
賜
而
）
…
﹇
萬
葉
六
・
９
７
１
四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合
卿
、
西
海
道
の
節
度
使
に
遣
は
さ
れ
し
時
に
、
高
橋
連
虫
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首
﹈
○
あ
り
つ
つ
も
見
し
た
ま
は
む
そ
（
御
見
多
麻
波
牟
曾
）
大
殿
の
こ
の
も
と
ほ
り
の
雪
な
踏
み
そ
ね
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
２
８
三
形
沙
弥
﹈
○
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
夕
さ
れ
ば
見
し
た
ま
ふ
ら
し
（
召
賜
良
之
）
明
け
来
れ
ば
問
ひ
た
ま
ふ
ら
し
（
問
賜
良
之
）
神
岳
の
山
の
黄
葉
を
今
日
も
か
も
問
ひ
た
ま
は
ま
し
（
問
給
麻
思
）
明
日
も
か
も
見
し
た
ま
は
ま
し
（
召
賜
万
旨
）
そ
の
山
を
…
﹇
萬
葉
二
・
１
５
９
天
武
天
皇
大
后
﹈
○
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
見
し
た
ま
ふ
（
見
給
）
吉
野
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
１
０
０
５
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
秋
の
花
し
が
色
々
に
見
し
た
ま
ひ
（
見
賜
）
明
ら
め
た
ま
ひ
（
明
米
多
麻
比
）
酒
み
づ
き
栄
ゆ
る
今
日
の
あ
や
に
貴
さ
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
４
大
伴
家
持
﹈
メ
シ
ア
キ
ラ
ム
４
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
時
の
花
い
や
め
づ
ら
し
も
か
く
し
こ
そ
見
し
明
ら
め
め
（
売
之
安
伎
良
米
晩
）
秋
立
つ
ご
と
に
188
﹇
萬
葉
二
十
・
４
４
８
５
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
天
皇
の
御
代
万
代
に
か
く
し
こ
そ
見
し
明
ら
め
め
（
見
為
安
良
伎
良
目
米
）
立
つ
年
の
は
に
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
６
７
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
御
心
を
見
し
明
ら
め
し
（
見
為
明
米
之
）
活
道
山
…
﹇
萬
葉
三
・
４
７
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
秋
の
花
種
々
に
あ
れ
ど
色
ご
と
に
見
し
明
ら
む
る
（
見
之
明
牟
流
）
今
日
の
貴
さ
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
５
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
キ
コ
シ
メ
ス
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）。
○
桜
花
今
さ
か
り
な
り
難
波
の
海
お
し
て
る
宮
に
聞
こ
し
め
す
な
へ
（
伎
許
之
売
須
奈
倍
）
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
１
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
の
き
こ
し
め
す
（
所
聞
見
為
）
背
面
の
国
の
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
９
）
メ
ス
９
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
は
し
き
や
し
栄
え
し
君
の
い
ま
し
せ
ば
昨
日
も
今
日
も
吾
を
召
さ
ま
し
を
（
吾
乎
召
麻
之
乎
）
﹇
萬
葉
三
・
４
５
４
天
平
三
年
辛
未
の
秋
七
月
、
大
納
言
大
伴
卿
の
薨
ぜ
し
時
の
歌
六
首
余
明
軍
﹈
○
東
の
多
芸
の
御
門
に
侍
へ
ど
昨
日
も
今
日
も
召
す
言
も
な
し
（
召
言
毛
無
）
﹇
萬
葉
二
・
１
８
４
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
慟
傷
し
て
作
り
し
歌
二
十
三
首
﹈
○
…
葦
蟹
を
大
君
召
す
と
（
王
召
跡
）
何
せ
む
に
吾
を
召
す
ら
め
や
（
吾
乎
召
良
米
夜
）
…
歌
人
と
わ
を
召
す
ら
め
や
（
和
乎
召
良
米
夜
）
笛
吹
き
と
わ
を
召
す
ら
め
や
（
和
乎
召
良
米
夜
）
琴
弾
き
と
わ
を
召
す
ら
め
や
（
和
乎
召
良
米
夜
）
…
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
８
６
乞
食
者
の
詠
二
首
﹈
○
…
朝
に
は
召
し
て
使
ひ
（
召
而
使
）
夕
に
は
召
し
て
使
ひ
（
召
而
使
）
使
は
し
し
舎
人
の
子
ら
は
行
く
鳥
の
群
れ
て
侍
ひ
あ
り
待
て
ど
召
し
た
ま
は
ね
ば
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
２
６
挽
歌
﹈
※
次
の
二
例
は
メ
ス
か
ら
外
す
。
○
戯
奴
が
た
め
吾
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る
茅
花
そ
召
し
て
肥
え
ま
せ
（
御
食
而
肥
座
）
﹇
萬
葉
八
・
１
４
６
０
紀
女
郎
の
、
大
伴
宿
祢
家
持
に
贈
り
し
歌
二
首
﹈
※
こ
れ
は
「
を
し
て
こ
え
ま
せ
」
と
訓
む
。
○
石
麻
呂
に
吾
物
申
す
夏
痩
せ
に
良
し
と
い
ふ
も
の
そ
鰻
捕
り
食
せ
（
武
奈
伎
取
喫
）
﹇
萬
葉
十
六
・
３
８
５
３
痩
せ
た
る
人
を
嗤
咲
ひ
し
歌
二
首
﹈
※
こ
れ
は
「
む
な
ぎ
と
り
は
め
」
と
訓
む
。
メ
シ
タ
マ
フ
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
…
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
…
食
す
国
を
定
め
た
ま
ふ
と
鶏
が
鳴
く
東
の
国
の
御
軍
士
を
召
し
た
ま
ひ
て
（
喚
賜
而
）
…
﹇
萬
葉
二
・
１
９
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
朝
に
は
召
し
て
使
ひ
夕
に
は
召
し
て
使
ひ
使
は
し
し
舎
人
の
子
ら
は
行
く
鳥
の
群
れ
て
侍
ひ
あ
り
待
て
ど
召
し
た
ま
は
ね
ば
（
不
召
賜
者
）
…
﹇
萬
葉
十
三
・
３
３
２
６
挽
歌
﹈
メ
シ
ツ
ド
フ
（
下
二
段
）
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
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○
か
け
ま
く
も
あ
や
に
恐
し
吾
が
大
君
皇
子
の
命
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
男
を
召
し
集
へ
（
召
集
聚
）
あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ
朝
狩
に
鹿
猪
踏
み
起
こ
し
夕
狩
に
鶉
雉
踏
み
立
て
…
﹇
萬
葉
三
・
４
７
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
メ
サ
グ
（
下
二
段
）
１
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
あ
が
主
の
み
霊
賜
ひ
て
春
さ
ら
ば
奈
良
の
都
に
召
上
げ
た
ま
は
ね
（
咩
佐
宜
多
麻
波
祢
）
﹇
萬
葉
五
・
８
８
２
山
上
憶
良
﹈
10
）
シ
ラ
ス
は
「
知
る
」
の
意
の
も
の
が
３
例
、「
領
有
す
る
」
の
意
の
も
の
が
９
例
あ
る
。
「
知
る
」
３
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
天
地
の
神
も
知
ら
さ
む
（
神
祇
毛
知
寒
）
邑
礼
左
変
﹇
萬
葉
四
・
６
５
５
大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
﹈
○
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
大
野
な
る
三
笠
の
社
の
神
し
知
ら
さ
む
（
神
思
知
三
）
﹇
萬
葉
四
・
５
６
１
大
伴
宿
祢
百
代
﹈
○
思
は
ぬ
を
思
ふ
と
言
は
ば
真
鳥
住
む
雲
梯
の
社
の
神
し
知
ら
さ
む
（
神
思
将
御
知
）
﹇
萬
葉
十
二
・
３
１
０
０
寄
物
陳
思
﹈
「
領
有
す
る
」
９
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
例
な
し
）
○
…
万
代
に
か
く
し
知
ら
さ
む
（
如
是
二
知
三
）
み
吉
野
の
秋
津
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
９
０
７
笠
朝
臣
金
村
﹈
○
高
光
る
我
が
日
の
皇
子
の
万
代
に
国
知
ら
さ
ま
し
（
国
所
知
麻
之
）
島
の
宮
は
も
﹇
萬
葉
二
・
１
７
１
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
慟
傷
し
て
作
り
し
歌
二
十
三
首
﹈
○
…
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
万
代
に
国
知
ら
さ
む
と
（
国
所
知
等
）
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
神
な
が
ら
思
ほ
し
め
し
て
…﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
６
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
天
に
は
も
五
百
つ
綱
延
ふ
万
代
に
国
知
ら
さ
む
と
（
国
所
知
牟
等
）
五
百
つ
綱
延
ふ
﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
７
４
式
部
卿
石
川
年
足
朝
臣
﹈
○
泣
沢
の
神
社
に
神
酒
据
ゑ
祈
れ
ど
も
我
が
大
君
は
高
日
知
ら
し
ぬ
（
高
日
所
知
奴
）
﹇
萬
葉
二
・
２
０
２
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
高
敷
か
す
大
和
の
国
は
皇
祖
の
神
の
御
代
よ
り
敷
き
ま
せ
る
国
に
し
あ
れ
ば
生
れ
ま
さ
む
御
子
の
継
ぎ
継
ぎ
天
の
下
知
ら
し
ま
さ
む
と
（
所
知
座
跡
）
八
百
万
千
年
を
か
ね
て
定
め
け
む
奈
良
の
都
は
…
﹇
萬
葉
六
・
１
０
４
７
田
辺
福
麻
呂
之
歌
集
中
出
也
﹈
○
今
知
ら
す
（
今
所
知
）
久
邇
の
都
に
妹
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
行
き
て
は
や
見
な
﹇
萬
葉
四
・
７
６
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
今
造
る
久
邇
の
都
は
山
川
の
さ
や
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら
す
ら
し
（
宇
倍
所
知
良
之
）
﹇
萬
葉
六
・
１
０
３
７
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
天
地
の
遠
き
が
ご
と
く
日
月
の
長
き
が
ご
と
く
お
し
て
る
難
波
の
宮
に
わ
ご
大
君
国
知
ら
す
ら
し
（
国
所
知
良
之
）
…
﹇
萬
葉
六
・
９
３
３
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
ま
た
、
シ
ラ
シ
来
ル
２
例
、
天
シ
ラ
ス
３
例
、
高
シ
ラ
ス
７
例
シ
ラ
シ
来
ル
２
例
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
１
例
）
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葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
降
り
知
ら
し
め
し
け
る
皇
祖
の
神
の
命
の
御
代
重
ね
天
の
日
継
と
知
ら
し
来
る
（
之
良
志
久
流
）
君
の
御
代
御
代
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
千
代
重
ね
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
知
ら
し
来
る
（
所
知
来
流
）
天
の
日
継
と
神
な
が
ら
わ
が
大
君
の
天
の
下
治
め
た
ま
へ
ば
…﹇
萬
葉
十
九
・
４
２
５
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
天
シ
ラ
ス
３
例
○
わ
が
大
君
天
知
ら
さ
む
と
（
天
所
知
牟
登
）
思
は
ね
ば
お
ほ
に
そ
見
け
る
和
束
杣
山
﹇
萬
葉
三
・
４
７
６
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
ひ
さ
か
た
の
天
知
ら
し
ぬ
る
（
天
所
知
流
）
君
ゆ
ゑ
に
日
月
も
知
ら
ず
恋
ひ
わ
た
る
か
も
﹇
萬
葉
二
・
２
０
０
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
…
和
束
山
御
輿
立
た
し
て
ひ
さ
か
た
の
天
知
ら
し
ぬ
れ
（
天
所
知
奴
礼
）
…
﹇
萬
葉
三
・
４
７
５
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
高
シ
ラ
ス
７
例
（
う
ち
シ
ラ
ス
の
み
一
音
一
字
表
記
１
例
）
○
…
こ
の
川
の
絶
ゆ
る
事
な
く
こ
の
山
の
い
や
高
知
ら
す
（
弥
高
思
良
珠
）
水
そ
そ
く
滝
の
都
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
﹇
萬
葉
一
・
３
６
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
の
高
知
ら
す
（
高
知
為
）
吉
野
の
宮
は
…
﹇
萬
葉
六
・
９
２
３
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
…
宮
柱
太
敷
き
奉
り
高
知
ら
す
（
高
知
為
）
布
当
の
宮
は
…﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
０
久
邇
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
﹈
○
や
す
み
し
し
わ
が
大
君
は
高
照
ら
す
日
の
皇
子
あ
ら
た
へ
の
藤
原
が
上
に
食
す
国
を
見
し
た
ま
は
む
と
み
あ
ら
か
は
高
知
ら
さ
む
と
（
高
所
知
武
等
）
…
﹇
萬
葉
一
・
５
０
藤
原
の
役
民
の
作
り
し
歌
﹈
○
吾
が
大
君
神
の
命
の
高
知
ら
す
（
高
所
知
）
布
当
の
宮
は
…﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
３
久
邇
の
新
京
を
讃
め
し
歌
二
首
﹈
○
神
代
よ
り
吉
野
の
宮
に
あ
り
通
ひ
高
知
ら
せ
る
は
（
高
所
知
者
）
山
川
を
良
み
﹇
萬
葉
六
・
１
０
０
６
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
○
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
の
神
な
が
ら
高
知
ら
せ
る
（
高
所
知
流
）
印
南
野
の
大
海
の
原
の
あ
ら
た
へ
の
藤
井
の
浦
に
…
﹇
萬
葉
六
・
９
３
８
山
部
宿
祢
赤
人
﹈
11
）
シ
ラ
シ
メ
ス
は
、
萬
葉
集
に
12
例
あ
る
（
う
ち
一
音
一
字
表
記
４
例
）。○
皇
祖
の
遠
き
御
代
に
も
お
し
て
る
難
波
の
国
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
き
と
（
之
良
志
売
之
伎
等
）
今
の
を
に
絶
え
ず
言
ひ
つ
つ
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
３
６
０
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
高
御
座
天
の
日
継
と
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る
（
志
良
之
売
師
家
類
）
皇
祖
の
神
の
命
の
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
８
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
降
り
知
ら
し
め
し
け
る
（
之
良
志
売
之
家
流
）
皇
祖
の
神
の
命
の
…
﹇
萬
葉
十
八
・
４
０
９
４
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
○
…
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る
（
之
良
志
売
之
祁
流
）
皇
祖
の
天
の
日
継
と
継
ぎ
て
来
る
君
の
御
代
御
代
…
﹇
萬
葉
二
十
・
４
４
６
５
大
伴
宿
祢
家
持
﹈
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○
吾
が
大
君
神
の
命
の
高
知
ら
す
布
当
の
宮
は
…
八
千
年
に
生
れ
つ
か
し
つ
つ
天
の
下
知
ら
し
め
さ
む
と
（
所
知
食
跡
）
百
代
に
も
変
は
る
ま
し
じ
き
大
宮
所
﹇
萬
葉
六
・
１
０
５
３
﹈
○
…
橿
原
の
ひ
じ
り
の
御
代
ゆ
生
れ
ま
し
し
神
の
こ
と
ご
と
つ
が
の
木
の
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
を
（
所
知
食
之
乎
）
或
い
は
云
ふ
、「
め
し
け
る
（
食
来
）」
…
い
は
ば
し
る
近
江
の
国
の
楽
浪
の
大
津
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
む
（
所
知
食
兼
）
天
皇
の
神
の
命
の
…
﹇
萬
葉
一
・
２
９
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
○
明
日
香
の
清
御
原
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
（
所
知
食
之
）
や
す
み
し
し
吾
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
…
﹇
萬
葉
二
・
１
６
２
持
統
天
皇
か
﹈
○
…
天
照
ら
す
日
女
の
命
天
を
ば
知
ら
し
め
す
と
（
所
知
食
登
）
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
地
の
寄
り
合
ひ
の
極
み
知
ら
し
め
す
（
所
知
行
）
神
の
命
と
…
…
吾
が
大
君
皇
子
の
尊
の
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
（
所
知
食
世
者
）
…﹇
萬
葉
二
・
１
６
７
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
﹈
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